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朝
鮮
の
産
業
中
」
資
金

朝
鮮
の
経
済
扶
態
は
ま

r所
一
謂
農
業
経
済
時
代
に
在
る
o

其
の
農
業
の
殆
ん
Y]
全
部
は
農
業
経
済
の
範
閣
内
に

一
周
す
る
有
様
で
、
少
し
ば
か

h
の
鍍
業
ご
幼
稚
な
工
業
=
が
行
は
る
、
外
は
、

か
な
h
盛
に
漁
業
が
釘
は
れ
て
居

る
に
過
ぎ
品
。
従
て
其
の
必
要
ご
す
る
産
業
資
金
は
主
ざ
し
て
農
業
資
金
で
あ
る
o

そ
し
て
そ
の
農
業
資
金
は
、

メ
リ
す
ν
E
U
U
3
μ

一
方
土
地
の
閲
墾
及
干
拓

t
辰
義
の
土
地
改
良
の
矯
め
に
必
要
ご
せ
ら
れ
、
他
方
又
農
作
物
の
改
良
、
栽
培
方
法

の
改
善
、
農
産
物
の
調
製
及
版
貞
の
潟
的
の
設
備
、
芸
他
一
般
に
農
業
経
営

ω潟
め
に
必
要
正
せ
ら
る
、
0

・号

L

て
叉
農
家
の
沓
債
整
理
の
潟
め
に
も
資
金
は
必
要
吉
せ
ら
る
、
次
第
で
ゐ
る
o

此
雄
一
す
諸
方
面
に
於
て
必
嬰
ぜ
せ
ら
る
、
農
業
資
金
は
、
主
ざ
し
て
朝
鮮
殖
産
銀
行
、
東
洋
拓
殖
曾
壮
、
地
方
金

融
組
合
及
業
聯
合
曾
の
手
を
経
て
調
港
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
が
、
立
(
他
街
ほ
一
小
部
分
は
、
普
通
銀
行
正
、
朝
鮮

在
来
の
組
令
的
組
織
た
る
「
契
」
ご
稗
ゼ
ら
る
、
も
の
ご
、
民
間
令
一
貸
業
者
己
の
手
に
依

τ融
通
せ
ら
れ
る
も
の
正

す
る
。
然
る
に
朝
鮮
仁
於
り
る
経
済
紋
態
は
其
の
後
起
の
十
分
な
ら
古
る
矯
め
に
、

そ
し
て
叉
在
来
勤
勉
ご
貯
蓄
〆



ご
に
依
て
資
本
を
造
り
出
す
気
風
三
賀
扶
芭
の
乏
し
か
っ
た
震
め
に
、
到
底
必
要
ご
ゼ
ら
る
、
だ
け
の
農
業
資
金

を
自
ら
調
達
す
る
カ
が
な
い
。
芸
品
局
的
資
金
山
供
給
は
之
を
内
地
よ

h
仰
「
外
な
い
の
だ
が
、
其
叉
内
地
に
於

τ

は
元
来
あ
主
hJ
資
金
の
型
富
な
ら
ま
る
所
へ
持
て
来
て
、
朝
鮮
の
経
済
事
情
そ
の
他
一
般
的
に
朝
鮮
な
る
も
の
に

劃
す
る
理
解
の
不
十
分
な
る
結
果
、

ぜ
か
く
忠
ふ
や
う
に
共
の
供
給
行
は
れ
や
、
従
亡
竿
島
に
於
け
る
農
業
の
開

援
も
行
は
晶
、
は
行
は
る
、
乍
ら
、
十
二
分
に
し
て
満
足
す
べ
き
程
度
ご
い
ふ
迄
に
行
習
得
な
い
賞
放
に
在
る
。

今
後
内
地
に
於
て
朝
鮮
の
諸
事
情
に
製
す
る
理
解
の
十
分
に
行
渡
る
芭
共
に
、
資
金
の
供
給
も
漸
究
潤
淳
な
る
に

至
ら
ん
こ
さ
は
、
竿
島
経
済
界
の
匁
め
に
は
、
最
も
必
要
正
す
る
所
た
ら

F
る
を
得
な
い
。

元
来
内
地
ご
乍
島
正
の
聞
に
は
、
経
済
後
遠
の
粍
皮
の
上
に
大
分
の
懸
陥
ゐ
hl
、
従
て
金
利
に
於
て
も
少
hr
ら

5
品
開
き
が
存
す
る
次
第
だ
か
ら
、
朝
鮮
に
於
げ
る
経
済
諸
事
情
特
に
そ
の
農
業
経
済
の
賞
肢
が
、
内
地
に
於
て

好
〈
理
解
せ
ら
れ
、
宇
島
農
業
の
前
途
後
遠
の
伶
地
多
〈
.
之
に
野
す
る
投
資
の
安
全
に
し

τ且
つ
有
利
な
る
こ

芭
が
知
れ
渡
る
に
至
ら
ば
・
内
地
よ
り
し
て
今
少
し
潤
浮
な
る
資
金
供
給
の
行
は
れ
得
・
へ
き
嬰
ゐ
る
は
、
疑
な
き

所
芭
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

尤
も
由
来
農
業
に
需
要
す
る
資
金
は
長
期
に
し
て
然
か
も
比
較
的
低
利
な
る
を
要
す

る
一
助
か
ら
、
兎
角
そ
の
資
金
の
放
牧
は
忠
ふ
様
に
行
か
な
い
で
、
常
に
其
の
供
給
不
足
を
欺
炉
、
さ
る
を
得
F
る
嫌

あ
る
こ
ピ
は
、
諸
図
何
れ
も
之
を
見
一
る
所
で
、
我
圏
内
地
に
於

τも、
日
本
糊
業
銀
行
や
府
間
制
農
工
銀
行
の
如
量

が
、
現
に
並
(
の
苦
き
経
験
を
響
め
っ
、
あ
る
o

然

L
た
H
V

朝
鮮
に
必
要
、
己
す
る
資
金
調
返
上
便
利
吉
す
る
鮎
は
、

前
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其
の
農
業
が
ま
だ
内
地
に
比
L
後
述
り
十
分
な
ら
3
る
寅
紋
に
在
b
、
然
か
も
之
に
改
良
を
施
せ
ば
賂
来
大
い
に

そ
り
後
速
を
粛
す
を
得
べ
き
見
込
多
く
、
従
て
内
地
よ
り
も
稿
々
高
き
利
子
を
梯
っ
て
資
金
を
借
入
使
用

L
τ

も
、
よ
〈
之
に
堪
ゑ
得
る
こ
吉
之
で
あ
る
o

郎
も
朝
鮮
は
経
済
一
般
の
震
朕
よ
り
見
て
内
地
に
比
し
金
利
の
高
か

る
べ
き
は
嘗
然
な
る
に
加
へ
て
、
朝
鮮
の
農
業
が
能
〈
其
の
高
き
利
子
支
梯
仁
摩
じ
得
べ
き
買
力
十
一
有
す
る
ご
い

ム
事
情
は
、
内
地
の
資
金
を
宇
島
に
岡
山
牧
す
る
上
に
は
、
甚
に
有
利
な
る
事
情
た
ら
玄
る
を
待
な
い

ωに
か
ら
、

朝
鮮
の
経
済
賃
紋
に
関
す
る
理
解
さ
へ
十
分
な
る
を
得
る
仁
至
ら
ば
、
内
地
の
農
業
が
之
を
吸
牧
L
得
F
る
資
金

を
も
、
多
少
は
朝
鮮
に
吸
収
[
得
る
依
地
あ
h
ノ
ご
せ
な
り
れ
ば
な
ら
凶
o

従

τ技
に
最
も
大
切
ご
思
は
る
、
ニ
ご

は
、
朝
鮮
の
農
業
が
頗
る
健
賃
な
も
の
で
、
然
か
も
そ
の
改
良
品
現
品
曜
の
徐
地
に
富
み
、
投
資
の
目
的
上
に
於

τは

内
地
の
農
業
以
上
仁
安
全
で
且
つ
有
望
な
る
も
の
た
る
こ
ご
が
、
議
か
に
内
地
に
康
〈
知
れ
渡
る
じ
至
ら
む
ニ
ご

之
で
あ
る
。

こ
の
意
味
よ
り
す
れ
ば
、
直
接
に
資
金
の
濡
給
結
合
の
任
に
嘗
る
を
以
て
業
ざ
す
る
在
鮮
及
内
地
の
銀
行
其
他

の
金
融
機
関
が
、
内
地
人
に
勤
し

τ十
分
朝
鮮
産
業

ω賞
際
扶
践
佐
知
ら
し
な
ぺ
き
手
段
を
講
す
る
を
必
要
己
す

る
言
同
時
に
、
総
督
府
某
他
の
乱
公
共
機
闘
の
如
一
き
も
、
朝
鮮
事
情
の
宣
停
の
矯
め
に
は
、
十
砕
努
力
す
る
所
な
く

て
は
な
ら
凶
o

内
鮮
融
和
ご
い
ふ
問
題
は
た
い
γ

思
想
や
戚
情
の
上
の
問
題
た
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
済
上
に
於

け
品
質
際
的
融
合
が
甚
亡
必
要
た
ら
古
る
を
得
な
い
o

経
済
的
の
融
令
す
ら
出
来
な

ν
ゃ
う
で
は
、
思
想
戚
怖
の



上
り
融
和
の
出
来
ゃ
う
筈
は
な
〈
、
叉
朝
鮮
統
治
の
結
局

ω目
的
も
、
内
鮮
合
一
の
政
治
に
依
て
内
鮮
共
に
利
す

る
所
ゐ
り
、
倒
々
別
々
に
闘
を
成
す
よ
り
も
、
併
合
一
致
し
て
同
一
一
耽
曾
を
形
諮
る
こ
己
に
依
て
、
よ
り
多
〈
内

鮮
各
人
の
枇
曾
的
生
存
の
向
上
ピ
充
寅
子
主
持
し
得
る
ご
い
ふ
貼
に
存
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
て
内
鮮
の
経
済

的
融
合
ご
い
ふ
『
」
ご
は
、
国
家
主
義
を
超
越
し
た
る
必
要
で
ゐ
与
、
彼
我
民
族
の
生
存
上
よ
り
之
を
観
て
是
非
さ

も
必
要
、
己
せ
ら
る
、
所
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
見
。
内
鮮
問
題
的
前
途
は
政
治
的
に
解
決
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
〈
、
経

済
的
に
解
決
せ
ら
る
吋
き
も
の
に
さ
思
は
る
、
。

要
す
る
に
内
鮮
併
合
の
真
意
義
に
閲
す
る
大
い
な
る
問
題

ω上
よ

h
見
る
も
、
叉
之
を
差
蛍
h
朝
鮮
農
業
其
他

一
般
産
業
り
開
拓
疫
反
の
上
よ
h
ノ
翻
る
も
、
先
づ
資
金
関
係
に
於

τ、
内
鮮
共
通
な
る
金
融
市
場
の
出
現
す
る
に

至
ら
む
こ
ご
は
、
最
も
望
ま
し
き
こ

Z
で
、
又
是
非
必
要
な
こ
ご
、
せ
な
け
れ
ば
な
ら
必
。

失
に
叉
資
金
の
吸
牧
正
い
ふ
鮎
の
み
で
な
〈
、
そ
の
吸
牧
さ
れ
た
る
資
金
が
如
何
な
る
方
面
に
主
ご
し
て
供
給

せ
ら
れ
、
如
何
な
る
道
筋
に
於
て
そ
の
需
給
が
適
合
せ
ら
れ
、
叉
如
何
な
る
事
業
の
斜
め
に
如
何
様
に
使
胤
せ
ら

る
、
か
ご
い
ふ
-
」
ご
は
、
宇
島

ω農
業
経
済
畿
日
比
の
匁
め
に
は
、
頗
る
重
要
の
ご
』
ご
た
ら
さ
る
を
得
な
い
。
此
の

意
味
に
於
て
は
、
現
在
朝
鮮
に
在
っ
て
農
業
賞
金
授
受
の
任
に
嘗
h
っ
、
あ
る
金
融
機
関
の
組
織
、

主
(
の
業
務

張
、
夏
に
は
又
各
和
金
融
機
関
相
互
の
漣
絡
閲
係
等
に
つ
い
て
、
其
の
貸
出
臥
を
知
る
こ
ご
が
、
資
金
の
供
給
者
に

取
っ
て
も
、

そ
の
需
要
者
に
取
っ
て
も
共
に
必
要
な
こ
ご
た
ら
‘
ざ
る
を
得
ぬ
。
叉
そ
れ
は
牛
島
産
業
り
開
後
E
ν

論
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主:

ム
日
常
の
立
場
か
ら
槻
て
も
必
要
な
こ
己
で
ゐ
る
。
若
し
此
黙
に
闘
し

τ機
関
の
組
織
に
大
い
な
る
快
典
ゐ
h
J
、
叉

そ
の
業
務
振
り
に
不
都
人
口
の
所
め
る
に
於
て
は
、
折
角
吸
牧
3
れ
た
る
資
金
も
、
十
分
有
数
に
其
働
を
殺
す
を
得

歩
、
朝
鮮
農
業
の
開
拓
後
展
の
縛
め
に
も
、
異
質
に
よ
〈
貢
献
し
得
な
い
1
1己
、
な
る
o

何
れ
に
し
て
も
農
業
金
融
組
織
の
問
題
は
、
朝
鮮
の
農
業
芭
延
い
て
は
叉
そ
の
他
の
廃
業
一
般
の
後
展
の
縛
め

に
は
、
重
大
問
題
た
ら
ざ
る
を
得
な

ν。
以
下
私
は
そ
の
一
般
紋
態
に
つ
い
て
解
説
己
批
判
子
宮
試
み
た
い
ご
思

ふ。

ー
ー

朝
鮮
農
業
金
融
の
系
統
的
組
織

朝
鮮
に
於
け
る
農
業
金
融
は
民
間
金
貸
業
者
の
之
を
行
ふ
が
如
き
非
組
織
的
な
部
分
を
除
い
て
玖
ふ
れ
ば
、
銀

行
及
組
合
等
の
手
に
依
て
行
は
る
、
も
の
は
北
(
の
組
織
が
頗
る
系
統
的
に
出
来
て
居
る
o

卸
t
，
其
の
機
関
ご
し
て

務
を
行
っ
て
居
る
o

は
、
上
に
朝
鮮
殖
産
銀
行
及
び
東
洋
拓
殖
曾
枇
ゐ
り
、
芸
等
は
各
地
方
に
多
数
の
支
底
を
有
L
C
会
鮮
に
渡
り
業

そ
し
て
共
下
に
は
又
各
地
に
多
数
の
地
方
金
融
細
川
令
が
あ
っ

τ、
然
か
も
そ
れ
は
都
合
地
組

合
、
己
農
村
組
合
ご
に
恒
別
せ
ら
れ
て
各
々
遁
嘗
に
其
の
業
務
を
行
っ
て
居
品
。
そ
し
て
又
各
地
方
金
融
組
合
を
統

合
す
る
も
の
さ
し
て
は
各
議
に
一
例
宛
金
融
組
合
櫛
合
舎
が
あ
っ
て
、
そ
の
所
属
組
合
を
統
轄
す
る
ご
同
時
に
他

方
朝
鮮
殖
産
銀
行
Z
直
接
の
漣
絡
を
有
し
、
之
を
親
銀
行
E
し
て
居
る
o

従
て
金
融
組
合
聯
合
曾
は
朝
鮮
殖
産
銀



行
ご
各
地
方
金
融
組
合
Z
の
中
間
に
立
っ
て
之
を
結
合
す
る
仲
線
機
関
北
る
働
を
錫
す
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
朝
鮮
の
農
業
金
融
機
関
は
各
地
方
金
融
組
合
が
各
々
其
道
の
金
融
組
合
聯
〈
ロ
曾
に
繋
が
り
、
各
道

ω金

融
組
合
聯
合
舎
は
朝
鮮
殖
産
銀
行
に
繋
が
つ

τ
居
る
の
で
あ
っ

t
、
上
下
相
通
じ
て
一
つ
の
系
統
の
も
の

Z
L
τ

治
ら
れ
て
あ
る
o

そ
し
て
又
朝
鮮
殖
産
銀
行
は
束
符
拓
娼
合
耐
の
金
融
部
ご
直
接
の
連
絡
を
取
h
、
官
初
の
計
査

で
は
後
者
が
前
者

ω親
銀
行
ご
し
て
働
〈
な
ら
ば
好
か
ら
う
ご
せ
ら
れ
た
次
第
で
、
是
亦
系
統
的
漣
絡
の
下
に
置

か
れ
る
考
の
下
に
計
垂
さ
れ
た
o

か
る
が
故
に
朝
鮮
の
農
業
金
融
機
関
は
之
を
内
地
の
そ
れ
に
比
較
し
て
真
に
一

府
系
統
的
に
出
来
て
居
る
の
で
あ
る
。
的
も
内
地
で
は
上
に
日
本
湖
業
銀
行
が
あ
っ
て
、
其
下
に
府
腕
の
農
工
銀

行
が
連
絡
を
取
っ
て
同
者
相
聯
ら
な
つ

τ居
る
り
れ
ど
、
今
日
で
は
各
府
糠
農
工
銀
行
中
に
は
阪
に
日
本
糊
業
銀

行
に
併
合
3
れ
て
其
の
支
応
ご
な
っ
た
も
の
も
ゐ
り
、
又
在
来
の
ま
、
猫
立
に
農
工
銀
行

Z
L
て
存
続

Lτ
た

v

業
務
上
湖
銀
ざ
漣
絡
を
有
す
る
に
け
に
止
ま
っ
て
居
る
も
の
も
あ
る
o

某
閲
般
に
多
少
統
一
的
組
織
の
奈
れ
た
ゐ

所
が
ゐ
る
υ

ぞ
れ
に
叉
内
地
に
於
け
る
各
地
の
信
用
組
合
は
そ
の
府
麟

ω農
工
銀
行
ご
寅
際
上
漣
絡
を
取
っ

τ居

る
も
の
も
あ
る
が
、
組
織
ご
し
て
は
信
用
組
令
は
各
々
獅
立
に
業
務
を
替
h
u

も
の
で
あ
っ
て
、
農
工
銀
行
ご
の
法

的
連
絡
は
な
い
o

又
信
用
組
合
の
聯
合
命
日
ご
て
も
、
た
い
其
の
所
轄
信
用
組
合
の
聯
合
合
た
る
に
止
ま
b
、
農
工

銀
行
や
日
本
糊
業
銀
行
正
信
用
組
合
正
の
中
問
機
関
た
る
諜
で
は
な
い
o
内
地
Z
鮮
地

Z
に
於
け
る
右
の
如
き
事

情
の
相
詮
は
、
令
融
組
織
さ

L
て
何
れ
が
優
れ
る
か

Z
ν
ふ
一
段
に
な
れ
ば
研
究
問
題
た
ら
古
る
を
得
な
V
が、

朝
鮮
の
農
業
合
同
組
織

論

叢

第
二
十
巻

官事

就

Ji 

) 

E 



論

設

朝
鮮
の
産
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
第
一
強

五
回
)

五
四

ご
も
か
(
事
寅
ご
し
て
斯
〈
相
違
し
、

一
方
が
系
統
的
組
織
の
下
に
在
る
に
謝
し
て
、
他
方
が
そ
れ
ほ

Z
系
統
的

に
な
っ
て
居
ら
ぬ
司
】
芭
は
、
注
意
さ
る
べ
型
事
寅
た
る
を
失
は
ぬ
。

然
ら
ば
次
に
朝
鮮
に
於
り
る
農
業
信
用

ω授
受
の
行
は
る
、
場
合
に
、
主

(ω
信
用
の
橋
類
に
依
争
、
各
機
関
の

聞
に
分
掌
が
あ
り
、
そ
の
黙
に
於
ー
も
組
織
が
整
頓
さ
れ
T
居
る
か
ご

ν
ふ
に
、
此
結
に
於
ー
は
貫
献
は
各
機
関

の
相
互
の
漣
絡
ほ

E
組
織
的
に
な
っ
て
居
ら
泊
。
卸
ち
不
動
産
を
携
保
に
取
っ
て
や
、
長
期
な
る
貸
付
を
行
ふ
業

務
に
就
い
て
之
を
見
る
も
、
そ
の
所
調
不
動
産
抵
世
田
信
用
は
之
を
束
拓
で
も
行
っ
て
居
れ
ば
殖
銀
で
も
行
っ
て
居

り
、
叉
地
方
金
融
組
合
で
も
行
っ
て
居
る
ご
い
ふ
風
で
、
其
開
明
瞭
な
る
業
務
の
分
掌
は
な
い
。
例
へ
は
や
、
長

期
な
る
不
動
産
健
保
信
用
は
殖
銀
及
束
拓
に
於
て
行
ふ
代
b
、
短
期
な
ゐ
経
替
信
用
は
専
ら
之
を
金
融
組
合
に
於

て
行
ム
己
い
ふ
や
う
な
明
械
な
業
務
の
1
7
掌
は
つ
い

τ居
ら
ぬ
。
倫
又
之
を
大
口
貸
付
吉
小
口
貸
付
正
に
つ
い
て

見
る
も
、
殖
銀
及
束
拓
は
大
口
貸
付
を
行
ふ
こ
正
に
傾
い
て
居
る
は
事
賓
な
れ
ど
、

き
れ
ば
ご
て
小
口
貸
付
を
金

然
排
斥
し
て
居
る
わ
け
で
も
な
〈
、
其
の
意
味
に
於
て
も
明
確
な
る
業
務
分
掌
が
出
来
工
は
居
ら
泊
。

次
に
叉
注
意
す
べ
き
こ
正
は
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
は
た

N
V

軍
に
農
業
上
の
金
融
機
関
た
る
ば
か
り
で
な
〈
、
漁
業

林
業
等
は
勿
論
の
守
】
ご
工
業
資
金
の
授
受
を
然
す
を
も
業
芭
す
る
o

尤
も
此
の
閲
係
に
於
て
は
内
地
の
日
本
糊
業

銀
行

ω如
き
も
同
時
慨
に
が
、

た
γ
然
し
殖
銀
は
此
等
り
特
殊
金
融
に
関
す
る
業
務
を
行
ふ
以
外
に
備
は
普
通
銀
行

の
業
務
を
行
ひ
、
夏
に
貯
蓄
預
金
業
務
を
も
粂
ね
行
ム
は
、
最
も
注
意
す
べ
き
所
た
ら

5
る
を
得
な
い
o

朝
鮮
に



於
け
る
貫
放
は
同
行
の
業
務
を
し
て
斯
〈
の
如
〈
な
ら
ざ
る
を
得

F
ら
し
む
る
も
の
で
は
ゐ
ら
う
が
、
随
分
入
百

屋
業
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
特
殊
銀
行
ご
し
て
は
純
粋
な
ら
ざ
る
次
第
で
、
鮮
地
の
経
済
紋
態
に
遁
慮
し
未
後
遠
の

放
態
に
在
る
も
の
ど
詞
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
て
普
通
銀
行
業
務
に
闘
す
る
限
り
に
於
て
は
殖
銀
は
他
の
普
通
銀
行

己
直
接
間
接
ゆ
関
係
争
」
有
す
る
次
第
で
、
農
業
金
融
機
関
ご
し
て
の
系
統
的
組
織
は
、

そ
れ
だ
り
複
雑
に
せ
ら
れ

或
意
味
に
於
て
は
雑
駁
に
せ
ら
れ
た
る
を
否
み
難
い
。

次
に
今
一
つ
朝
鮮
に
於
け
る
農
業
金
融
組
織
上
注
意
す
ぺ
き
こ

Z
は
、
総
督
府
及
各
道
廓
ご
金
融
組
合
Z
の
閥

係
で
あ
っ
て
、
之
れ
亦
内
地
に
於
け
る
ご
や
、
趣
を
異
に

L
て
居
る
o

郎
も
総
督
府
及
各
道
腐
は
金
融
組
合
仁
罰

し
て
菅
に
そ
の
監
督
者
た
る
を
以
て
甘
ん
守
な
い
で
、
そ
の
業
務
の
指
導
を
も
縛
す
こ

Z
に
な
っ
て
居
h
、
従

τ

或
程
度
ま
で
は
金
融
組
合
の
業
務
の
内
容
に
就
い
て
説
明
言
権
を
有
t
、
そ
の
業
務
は
多
少
官
聴
の
手
心
に
依
っ
て

動
か
さ
れ

F
る
を
得

yao
こ
さ
之
で
ゐ
る
。
此
事
内
地
の
大
城
省
や
各
府
係
や
が
信
用
組
合
に
謝
し

τは
た
い
そ

の
段
督
者
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
ご
、
よ
ほ
ど
事
情
の
相
違
を
賞
際
的
に
港
h
出
す
に
足
る
も
の
ご
せ
も
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
そ
し
℃
之
れ
三
同
一
様
的
意
味
に
於
て
は
、
線
督
府
の
殖
産
銀
行
に
劃
す
る
関
係
も
監
督
以
外
業
務

ω
内

容
仁
鯛
る
、
も
の
ご
な
っ
て
居
る
次
第
で
、
従
て
殖
銀
の
業
務
も
亦
官
騒
の
意
思
に
依
て
多
少
一
左
右
せ
ら
れ

F
る

4
M
A
M

得

F
る
・
貿
際
政
態
の
下
に
置
か
れ
て
あ
る
。

官
聴
ご
農
業
金
融
機
関
ご
の
此
的
密
接
な
関
係
は
、
形
的
上
に
於

τは
品
川
は
理
事
者
の
任
兎
等
の
上
に
も
表
は

前

時
羽民

明
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
一
一
十
巻

第

競

五
五

主工

五



論

業

初
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
第
一
一
概

五
六
)

五
六

れ
、
殖
銀
凶
理
事
者
り
任
品
目
が
総
督

ω手
中
に
置
か
れ
て
あ
る
は
勿
論
の
こ
己

(
此
勅
は
日
本
糊
業
銀
行
に
於

τ

も
路
ぼ
同
様
で
ゐ
る
)
金
融
組
合
聯
合
舎
の
理
事
及
び
村
落
金
融
組
令
の
理
事
は
や
は
り
総
替
の
任
免
す
る
所
ご

な
っ
て
居
る
o

内
地
に
於
け
る
信
用
組
合
は
任
意
的
な
る
自
治
組
令
で
あ
る
か
ら
、

ぞ
の
理
事
者
は
回
よ
り
組
合

員
り
選
任
に
待
つ
の
ピ
が
、
朝
鮮
の
金
融
組
合
は
指
定
的
組
合
で
あ
っ
て
、
自
治
組
合
た
る
性
質
が
十
分
じ
認
め

ら
れ
て
居
ら
白
か
ら
、
理
事
者
も
斯
〈
官
選
に
せ
ら
れ
て
あ
る
。
要
す
る
に
朝
鮮
で
は
ま
だ
多
〈
の
こ
さ
が
宵
の

指
遵
ご
管
理
の
下
に
行
は
る
、
風
ゐ
h
J
、
又
そ
の
必
要
ゐ
る
所
か
ら
、
農
業
金
融

ω如
き
も
郎
そ
の
組
織
及
業
務

に
つ
い

Iτ
官
の
指
準
ピ
管
理
ご
を
紋
ぎ
能
は
、
さ
る
現
奴
に
在
る
o

其
泣
か
ら
見
工
も
事
情
は
ま
に
未
後
迭
の
蚊
態

に
在
る
-
』
ご
を
窺
ひ
得
ら
れ
る
り
で
あ
る
。

朝
鮮
殖
産
銀
行
の
組
織
ミ
業
務

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

ω中
に
在
っ
て
、

そ
の
最
高
の
機
関
芯
し
て
、
最
も
重
要
な
る
働
を
匁
し
っ
、
あ
る
も

の
は
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
で
ゐ
る
o

抜
に
少
し
〈
同
行
に
閲
す
る
諸
々
の
事
情
に
つ
い
て
翻
察
を
読
む
る
。

朝
鮮
殖
産
銀
行
は
大
正
七
年
十
月
一
日
の
創
立
に
か
、

h
、
在
来
諸
地
に
存
在
し
た
る
向
属
工
銀
行
を
併
合
し
、

之
を
基
礎
己
I
v
て
諮
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
農
工
銀
行
は
欝
韓
関
財
政
幣
理
の
時
期
に
嘗
り
地
方
金
融
の

梗
塞
を
緩
和
し
併
せ
て
殖
産
典
業
の
目
的
を
遂
げ
し
め
ん
矯
め
に
金
鮮
内
極
姿
の
地
に
設
け
ら
れ
た
る
も
の
で
、



初
防
十
一
の
本
唐
古
十
五
の
支
応
ご
か
ら
成
立
っ
て
居
た
が
後
本
応
を
合
併
し
之
を
六
個
正
し
必
要
の
地
貼
に
は

支
応
を
増
設
す
る
こ
吉
、
せ
ら
れ
て
、

ぞ
の
業
務
を
行
っ
た
も
り
で
あ
る
。
然
る
に
毛
の
公
務
資
本
金
は
武
百
六

拾
高
内
抗
込
資
本
金
は
百
四
拾
七
高
固
に
過
ぎ
な
い
で
、

之
に
政
府
の
貸
下
金
百
四
拾
六
高
園
舎
併
サ
、
そ
れ
を

基
本

Z
L
て
業
務
を
行
ふ
有
様
で
、
農
工
債
券
の
如
き
も
そ
の
後
行
高
僅
々
参
百
高
固
に
過
ぎ
宇
纏
ぺ
て
東
拓
の

引
受
に
炉
、

h
j
然
か
も
内
煎
百
高
閣
は
大
賊
省
預
金
部
よ
り
朝
鮮
の
郵
便
貯
金
に
属
す
る
も
の
を
融
通
せ

L
め

た
も
の
で
ゐ
る
。
預
金
ご
て
も
大
正
六
年
七
月
末
現
在
に
於
て
九
百
人
高
四
千
図
に
過
ぎ
な
い
正
い
ふ
や
う
な
哀

れ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
貸
出
は
同
年
同
月
末
現
在
総
計
千
多
百
七
扮
高
回
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
岡
滞
貸
付
多

白
五
拾
七
古
内
側
に
及
び
就
中
京
百
会
商
七
千
闘
は
快
損
ご
な
る
べ
き
有
様
で
あ
っ
た
o

手
こ
で
総
皆
府
は
一
面
に
於
て
は
主

Z
L
て
朝
鮮
の
産
業
開
後
の
匁
め
に
又
他
面
に
於
て
農
工
銀
行
救
済
の
縛

め
仁
、
之
を
令
併
統
一
し
て
一
大
有
力
銀
行
を
設
立
す
る
必
要
を
戚
じ
、
終
に
茸
(
の
計
重
成
り
て
出
来
上
っ
た
も

り
が
邸
も
朝
鮮
殖
産
銀
行
で
あ
る
。
そ

L
て
そ
の
設
立
に
就
い
て
は
、
従
来
の
如
C
貧
弱
な
る
小
銀
行
の
分
立
す

る
を
非
ご
し
、
之
を
統
合
集
中
し
て
そ
の
資
力
を
大
に
す
る
ご
共
に
適
材
を
し
て
之
を
管
理
ゼ
し
む
る
方
針
を
取

h
j
、
同
時
に
資
本
金
を
増
加
す
る
の
必
要
を
見
、
先
づ
之
を
士
一
旦
千
高
困

ε匁
し
、
(
後
之
を
参
千
高
固
に
増
L
現
在

の
梯
込
資
本
額
牽
千
五
百
高
闘
で
あ
る
)
叉
そ
の
業
務
を
蹟
張
す
る
ニ
吉
、
な
[
た
。

現
在
朝
鮮
殖
産
銀
行
の
行
つ

τ居
る
業
務
は
産
業
令
融
=
会
共
令
融
ピ
普
通
銀
行
業
務
t
貯
苓
預
金
業
務
ご
の

首

叢

五
七

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
寸
巷

(
第
一
一
瞬

五
士
)

朝鮮殖産銀行設立理曲書1) 



論

議

同
鮮
り
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
第
一
瞬

五
八
)

五
A. 

四
時
間
で
あ
る
o
就
中
産
業
令
融
は
最
も
重
要
な
業
務
た
る
を
失
は
宇
、

号
の
業
務
範
悶
に
属
す
る
貸
出
は
五
十
年

以
内
内
年
賦
償
還
、

荒
年
以
内
の
定
期
償
港
、
一
位
債
券
の
底
募
R
A
引
受
等
に
よ
る
の
で
ゐ
っ
て
、
前
二
者
の
貸
付

に
岨
到
す
る
携
保
は
不
動
産
、
不
動
産
上
の
様
利
、

財
固
若
〈
は
漁
業
権
等
ご
し
、
農
業
者
又
は
工
業
者
に
費
し
て

は
、
十
人
以
上
連
帯
す
れ
ば
無
捻
保
貸
付
も
行
は
る
、
ニ
ヰ
に
な
っ
て
居
る
o

昨
年
末
に
於
け
る
産
業
貸
付
は
合

計
六
千
七
百
徐
高
闘
に
上
ぽ
り
、
就
中
年
賦
貸
付
は
四
千
五
百
高
固
定
期
貸
付
は
式
千
或
百
六
拾
高
凶
ば
か
b
で

め
る
0

・
次
に
託
公
共
貸
付
は
れ
公
共
闘
僅
に
掛
[
て
五
十
年
以
内
の
年
賦
償
還
又
は
五
年
以
内
の
定
期
償
還
の
方
法
に

依
る
貸
付
芝
、
品
川
融
組
合
、
漁
業
組
合
其
他
傍
利
を
目
的
Z
せ
F
る
産
業
に
閲
す
る
法
人
に
制
到
す
る
右
同
様
の
二

方
法
に
よ
る
貸
付
ご
を
包
合
す
る
の
で
め
っ
て
、
共
に
無
抽
出
保
で
あ
る
o
大
正
十
二
年
末
現
在
的
会
共
貸
付
は
合

計
五
千
武
百
諸
国
で
、
就
巾
年
賦
惜
返
に
よ
る
も
山
武
千
五
百
五
拾
十
両
国
、
定
期
貸
付
或
千
武
百
熟
語
高
岡
で
あ

る
o

次
に
普
通
銀
行
業
務
ご
貯
蓄
預
金
業
務
己
は
朝
鮮
の
事
情
の
必
要
よ
り
行
は
る
、
一
も
の
で
然
か
も
前
者
は
奮

農
工
銀
行
時
代
よ
b
の
一
泊
草
に
基
〈
も

ω
ご
し
、
前
者
に
在
つ
て
は
各
柿
預
金
合
計
昨
年
末
現
在
四
千
高
園
、
各

椅
貸
出
合
計
五
千
二
円
高
岡
で
ゐ
る
o

後
者
に
在
っ
て
は
諸
積
預
金
合
計
約
五
百
高
固
に
過
ぎ
ぬ
。

畑
山
て
乱
公
共
及
産
業
両
極
金
融
に
つ
き
そ
の
貸
付
を
受
け
た
る
借
主
の
稲
類
を
見
る
に
、
昨
年
末
現
在
に
於
て

(
貸
付
総
額
約
奇
億
去
千
五
百
高
岡
」
農
業
者
最
も
多
〈
(
其
貸
付
金
額
四
千
百
人
拾
南
国
)
次
は
公
共
闘
髄
(
武
千

七
百
人
拾
高
国
)
次
は
組
合
(
千
八
百
四
拾
高
岡
)
弐
は
商
業
者
(
千
六
百
四
拾
高

ι

国
)
を
主
ご
し
、
工
業
者
へ
の
貸



付
は
甚
H
L

少
(
(
会
百
七
拾
高
岡
)
漁
業
者
最
も
少
い
(
九
拾
高
岡
)
。
そ
し
て
そ
の
資
金
の
用
途
如
何
に
吉
見
れ

ば
、
水
利
事
業
に
謝
す
る
貸
付
最
も
多
〈
(
或
千
百
五
伶
高
岡
)
農
業
之
に
次
ぎ
(
千
八
百
六
伶
高
岡
)
次
は
金
融
組

合
聯
A
ロ
舎
に
劃
す
る
貸
付
(
千
七
百
五
拾
高
岡
)
次
は
土
地
改
良
(
千
四
百
阿
拾
高
岡
)
次
は
土
地
家
屋
(
九
百
六
拾

五
高
岡
)
ご
い
ふ
順
序
で
あ
る
o

奮
債
帥
摂
理
の
潟
め
の
貸
出
も
比
較
的
多
い
(
問
百
九
袷
五
百
内
五
千
回
)
C

右
等
の

外
側
ほ
行
政
、
数
化
、
衛
生
、
交
通
運
輸
、
林
業
、
営
業
、
工
業
、
商
業
、
世
間
彦
、
水
産
、
克
斯
及
電
気
、
限
設
、

土
木
、
皇
害
救
済
等
あ
り
、
そ
の
総
口
数
二
十
徐
に
及
ひ
で
居
る
o

そ
し
て
そ
の
貸
出
口
数
は
約
二
高
に
重
ん
さ

一
口
ゆ
平
均
貸
付
額
は
六
千
俗
図
で
あ
る
o

術
ほ
貸
付
を
其
の
用
途
仁
よ
り
農
L
商
資
金
に
大
別
仁
て
各
党
日
の
口
敏
ご
金
額
古
を
血
中
「
れ
ば
、
本
年
八
月
末

現
在
仁
於
て
農
業
資
金
口
数

一
、
九

O
一
其
の
金
額
五
千
九
百
人
拾
式
市
内
園
、
工
業
資
金
口
数
七
一
七
業
の
金

額
四
百
七
拾
四
高
園
、
商
業
資
金
口
数
一
九
、
五
二
七
其
の
令
額
参
千
八
百
拾
五
高
園
、
業
他
ご

L
て
括
上
せ
ら

る
、
も
の
口
数
六
、

O
四
八
金
額
参
千
人
百
参
拾
瓦
高
固
で
、
総
計
一
億
四
千
百
品
闘
で
あ
る
。
尤
も
此
の
計
算

中
か
ら
は
銀
行
金
融
組
合
等
の
同
業
者
に
劃
す
る
貸
出
は
除
hr
れ
て
あ
る
o

此
等
の
貸
付
に
要
す
る
資
金
は
、
株
金
ゃ
預
金
や
以
外
に
於
て
は
主
ざ
し
て
債
券
の
後
行
に
依
っ
て
之
を
吸
牧

す
る
も
の
な
る
，
』
吉
、
不
動
産
銀
行
の
通
則
に
漏
れ
同
の
で
あ
る
。
殖
銀
の
債
券
袋
行
限
度
は
梯
込
資
本
金
の
十

五
倍
ご
し
、
然
か
も
年
賦
及
定
期
貸
付
金
の
総
額
並
び
に
日
常
共
闘
韓
の
債
券
、
朝
鮮
に
於
て
殖
産
事
業
を
替
む
こ

官官

設

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

部
二
十
巷

(
第
一
焼

五
九
)

ヨ王
九



論

叢

第
二
十
谷

(
第
一
一
概

間
鮮
の
農
染
金
融
組
織

ハ

O
)

ノ、
O 

t
e
f
目
的
ご
す
る
曾
枇
の
枇
債
券
を
肱
柴
又
は
引
受
け
た
る
現
在
高
を
超
過
す
る
を
待
さ
る
も
の
ご
す
る
o

そ
L

て
同
行

ω後
行
せ
る
債
券
金
額
は
三
十
一
回
迄
の
合
計
奇
億
A
H
千
参
百
六
拾
高
固
で
、
就
中
武
千
高
国
は
大
戒
省

預
金
部
の
引
受
に
か
、
hJ
、
九
千
会
一
白
ム
ハ
拾
品
開
高
闘
は
公
募
及
銀
行
英
他
の
引
受
で
ゐ
る
o

四

殖
銀
業
務
批
判

総
べ
て
右
示
す
が
如
(
に
し
て
殖
産
銀
行

ω業
務
は
行
は
る
、
の
で
あ
る
が
、
今
少
し
〈
批
判
的
に
其

ω組
織

及
業
務
に
つ
い
て
孜
ふ
る
に
、
先
づ
其
の
組
織
が
中
央
集
権
的
に
h
a
o
て
居
h
ノ
、
従
来
諸
地
に
在
っ
た
農
工
銀
行

が
併
合
統
一
せ
ら
れ
た
こ
さ
に
就
い
て
禁
の
是
非
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
私
は
元
来
の
主
張
か
ら
い
へ
ば
農
業

金
融
機
関
は
地
方
分
権
的
な
る
を
可
ご
す
る
者
で
ゐ
つ

τ、
各
地
に
そ
の
地
方
々
々
の
金
融
機
関
の
存
す
る
が
よ

く
、
之
を
全
国
的
に
集
中
I
て
一
大
中
央
銀
行
が
之
を
統
一
す
る
組
織
は
、

そ
の
貸
出
が
記
か
く
大
口
の
も
の
仁

偏
し
易
く
、
叉
貸
付
は
中
央
附
近
又
は
中
央
よ
り
の
交
通
の
便
な
る
地
方
に
偏
L
易
〈
、

正
か
く
小
口
の
地
方
的

需
要
が
紙
調
胤
せ
ら
る
、
嫌
ゐ
る
所
hr
ら
、
徐
h
J
J
い
制
度
で
は
な
い
ご
思
っ
て
居
品
。
そ
の
意
味
に
於
て
内
地
の

府
鯨
農
工
銀
行
を
日
本
糊
業
銀
行
に
併
合
統
一
せ
ん
、
己
す
る
企
の
あ
っ
た
際
に
も
、
制
度
上
の
主
義
正
し
て
は
不

賛
成
を
表
は
し
た
一
人
で
あ
る
。
然
[
今
朝
鮮
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ

ω事
情
が
薯

L
〈
内
地
ご
岡
県
一
h
J
、
地
方
の

経
済
賞
カ
が
弱
〈
、
従

τ地
方
に
分
立
す
る
農
工
銀
行
の
如
き
は
、

ぞ
の
資
本
も
小
額
た
も
宮
る
を
得
な
い
し
、

同耐目立産銀行と朝鮮由産業ヒ一一ニニ頁。2) 



そ
の
後
行
す
る
債
券
り
如
き
は
ご
て
も
十
分
に
資
れ
る
見
込
な
く
、
そ
が
内
地
で
資
れ
な
い
ば
か
'
り
で
な
〈
、
鮮

内
地
方
に
於
て
も
貰
れ
る
額
は
頗
る
僅
少
な
る
ぺ
き
を
疑
ひ
難
い
所
か
ら
、
ぞ
れ
等
の
農
工
銀
行
が
併
合
3
れ
て

一
大
中
央
銀
行
正
せ
ら
れ
た
の
は
、
定
に
巳
む
を
得
な
か
っ
だ
も
の

rご
思
ふ
。
そ
し
て
そ
が
中
央
の
大
銀
行
正

な
っ
た
匁
め
に
兎
も
角
も
今
日
之
を
見
る
如
き
業
務
上
の
成
績
は
邸
中
げ
広
れ
た
次
第
で
、
中
央
集
権
己
い
へ
ば
語

弊
が
あ
る
が
、
朝
鮮
経
済
界
の
翁
め
に
は
、
農
工
銀
行
の
代
り
に
殖
銀
の
出
来
た
こ
ご
は
、
甚
だ
喜
よ
ぺ
き
所
ピ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
か
も
殖
銀
は
全
鮮
内
に
五
十
七
の
支
肢
を
有

L
、
ぞ
れ
等
が
そ
の
地
方
々
'
々
の
事
情
に
臆
じ
て
地
方
銀
行
Z

し
て
の
働
を
錦
し
っ
、
あ
る
次
第

rか
ら
、
此
等
の
支
応
の
業
務
に
重
き
を
置
か
る
、
限
h

リ
ブ
組
織
に
大
い
な
る

欠
典
あ

h
E
は
い
へ
同
。

たい
V

然
F
L
一
乍
ら
其
の
業
務
の
賞
際
に
濁
し
て
は
、
現
在
で
も
、
殖
銀
が
多
一
少
ご
も
に
R

公
共
貸
付
を
過
重
し
佃
人

農
業
者
に
艶
す
る
貸
付
が
事
情

ω之
を
要
求
す
る
ほ
ど
十
分
仁
行
渡
り
粂
ぬ
る
さ
い
ふ
考
ケ
持
て
る
人
も
あ
る
や

う
だ
か
ら
、
共
迭
に
つ
い
て
は
理
事
者
に
於
て
今
後
は
一
層
の
注
意
を
要
す
る
こ
己
、
思
は
る
、
。
尤
も
朝
鮮
の

農
業
の
現
妹
は
ま
だ
開
拓
時
代
で
、
開
墾
干
拓
や
土
地
改
良
や
の
如
き
事
業
が
司
公
共
的
事
業
さ
し
て
着
々
貴
行
き

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
代
に
か
ら
、
そ
の
方
面
に
封
す
る
貸
出
の
自
然
多
〈
な
る
の
は
怨
す
べ
き
所
ゐ

b
t
せ
ね
ば
な

ら
前
向
。
叉
地
方
公
共
図
慢
の
如
き
も
資
金
を
必
要
ご
す
る
所
多
〈
、
そ
の
方
面
に
劃
す
る
貸
出
の
多
き
も
止
む
を

諭

設

朝
鮮
の
農
業
金
融
制
棉

第
二
十
巻

{
第
一
一
概

プミ

) 



両前

設

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
繰

第
二

1
Kせ

第

蹴一

f、
) 

Fζ 

得
ぬ
所
で
ゐ
ら
う
。
叉
真
に
は
殖
銀
ご
総
督
府
己
の
関
係
か
ら
之
を
見

τも
、
後
者
の
意
思
が
前
者
の
業
務
に
讃

し
て
や
、
強
き
勢
力
を
及
ぼ
す
こ
さ
あ
る
べ
き
を
も
忠
は
な
く

τは
な
ら

ρ
。
げ
れ
ど
も
比
上
の
希
望
ご
し

τ

は
、
貸
付
が
ゐ
ま
り
大
口
な
る
資
本
主
義
的
事
業
に
偏
せ
な
い
や
う
仁
、
中
小
農
家
の
需
要
す
る
資
金
の
供
給
も

潤
相
伴
に
行
は
る
、
や
う
に
、
注
意
さ
る
、
あ
ら
む
こ
ご
は
、
甚
だ
好
ま
し
き
所
ご
い
ふ
外
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の

中
小
農
民
に
劃
す
る
資
金
供
給
の
縛
め
に
は
、
金
融
組
合
ご
の
闘
係
が
重
要
問
題
ご
な
ら

F
る
を
得
な
レ
次
第

で
、
之
に
就
い
て
は
後
に
又
遁
ぷ
る
所
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

次
に
弦
へ
ら
る
、
所
の
問
題
は
、
殖
産
銀
行
は
、

そ
の
本
来
の
使
命
を
巣
3
h
U
A
劫
め
に
は
、
日
公
共
閣
盟
及
び
一

般
農
業
者
に
岨
到
し
て
、
出
来
得
る
限
り
低
利
の
資
金
を
貸
付
け
て
、
朝
鮮
の
産
業
後
逢
に
貸
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
従
工
芸
の
貸
付
資
金
を
吸
牧
す
る
に
嘗
つ
て
は
、
十
分
低
利
な
る
資
金
を
求
め
て
、
然
か
も
潤
調
停
仁
之
を
吸

枚
す
る
を
要
し
、
そ
り
資
金
吸
枚
一
か
都
合
よ
〈
行
は
晶
、
ご
否
ご
は
、
買
に
同
行
業
務
成
績
の
摩
る
正
一
台
ご
の
岐

る
J
所
た
ら
、
古
る
を
得
な
い
。
然
る
に
一
』
の
低
利
な
る
資
金
の
吸
牧
Z
U
ム
事
業
は
中
々
容
易
な
こ
芭
で
な
〈
、

内
地
に
於
げ
る
農
業
貸
付
資
金
に
於
て
も
巳
に
さ
う
で
あ
る
が
、
朝
鮮
に
於
け
毛
貸
付
の
鋳
め
に
岡
山
牧
す
る
資
金

に
就
い
て
は
一
見
に
困
難
な
ら

F
る
を
得
な
い
o

試
に
後
行
さ
る
、
債
券
の
利
率
を
見
る
に
、
近
時
一
般
的
に
金
利
高
き
矯
め
内
地
に
在
っ
て
も
日
本
湖
業
銀
行

の
割
増
金
を
附
せ

eさ
る
債
券
(
所
謂
大
県
庁
)
で
も
大
扱
七
分
利
で
あ
り
、
農
工
銀
行
債
券
は
通
常
入
分
で
ゐ
る
o

従



て
朝
鮮
殖
銀
の
債
券
は
日
公
募
は
入
分
ご
い
ふ
を
例
ご
し
七
分
玉
屋
で
百
公
募
Z
れ
た
の
は
近
頃
で
は
第
二
十
二
回
吉

第
二
十
五
回
ご
に
円
で
あ
る
。

h
N
V

大
殿
省
預
金
部
の
引
受
に
か
、
る
分
に
け
が
五
分
五
屈
で
あ
っ
て
、
之
は
所

諸
政
府

ω低
刺
資
金
に
厳
し
国
よ
り
例
外
た
る
に
過
ぎ
泊
。
甚
し
き
仁
至
つ

τは
日
本
勧
業
銀
行
の
引
受
仁
か
、

る
も
の
は
八
分
一
一
煙
(
第
二
十
三
回
)
及
八
分
一
一
一
岡
山
(
第
二
十
六
回
)
で
ゐ
っ
て
、
会
募
よ
り
も
却
っ
て
利
子
歩
令
が

高
い
o

尤
も
之
は
会
募
の
も
の
に
比
し
長
期
な
る
が
故
に
高
歩
な
る
は
嘗
然
が
も
知
れ
ぬ
が
、
兎
に
角
高
い
金
を

借
b
入
る
、
も
の
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
炉
も
新
か
る
高
き
利
チ
歩
合
を
以

τし
で
も
其
の
債
券
募
集
は
十
分
潤
深
に
は
行
は
れ
難
(
、
今
日
迄
の
所

創
立
以
来
総
計
一
億
数
千
高
国
を
出
で
ゲ
る
有
様
で
あ
る
o

就
中
会
募
さ
れ
た
る
も
の
は
営
億
国
ば
か
り
に
過
ぎ

dユ
o 

そ
し
て
扱
牧
さ
る
、
資
金
が
高
利
な
れ
ば
貸
付
も
従
て
又
高
利
な
ら
さ
る
を
得
ざ
る
は
嘗
然
で
、
之
を
昨
年
十

二
月
中
の
金
利
紋
況
に
就
い
て
見
る
に
、
殖
銀
の
民
間
貸
付
利
子
は
低
き
も
三
銭
二
厘
高
き
は
三
銭
六
犀
普
通
三

銭
五
厘
ご
い
ふ
見
賞
で
あ
る
。
三
銭
五
周
己
い
へ
ば
年
利
歩
合
に
す
れ
ば
一
割
二
分
七
厘
五
毛
に
嘗
る
。
尤
も
新

か
己
責
向
き
利
子
歩
合
は
之
を
朝
鮮
銀
行

ω貸
付
日
歩
に
比
す
れ
ば
や
、
高
い
け
れ
い
と
(
鮮
銀
は
二
三
原
方
安
い
)
普

通
銀
行
に
比
す
れ
ば
低
い
の
で
あ
る
。
(
普
通
銀
行
は
高
き
は
四
銭
普
通
三
銭
七
人
犀
で
あ
る
)
ま
し
て
之
を
普
通

民
間
倒
人
相
互
の
貸
借
に
比
較
す
れ
ば
頗
る
侭
利

る
を
失
は
A
Y
、
仰
人
貸
借
の
金
利
は
月
二
分
乃
至
三
分
位
が

論

議

朝
鮮
田
農
業
金
融
組
紬

第
二
十
巻

(
第
一
般

宍

) 

穴
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諭

議

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
第
一
晩

ハ
問
)

ノ、
四

普
通
に
ご
い
は
る
、
か
ら
年
に
す
れ
ば
二
割
四
分
乃
至
三
割
六
分
に
及
ぶ
の
で
ゐ
る
。
高
き
は
月
四
分
位
の
も
あ

る
さ
う
に
か
ら
年
五
割
に
近
い
利
子
が
通
慌
の
現
象

zLτ
存
在
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
。

ご
に
か
く
殖
銀
の
貸

付
利
子
歩
合
は
之
を
民
間
普
通
的
金
刺
に
比
較
寸
れ
は
著
し
〈
低
利
に
り
れ
ど
、

一
般
的
観
察
に
於
て
は
決
し
て

農
業
の
錨
め
に
低
利
の
資
金
を
融
通
す
る
ニ
ご
に
於
て
遺
憾
な
き
を
得
て
居
る
ご
は
い
へ
ぬ
。
尤
も
内
地
で
も
糊

銀
串
農
工
の
貸
付
が
や
は
り
比
較
的
高
歩
で
、
之
を
殖
銀
の
ぞ
れ
に
比

L
一
分
か
二
分
か
位

L
か
安
〈
な
い
現
紋

だ
か
ら
、
荊
銀
ば
か
り
に
就
い
て
彼
此
い
ふ
ニ

Z
は
出
来
な
い
次
第
で
、
議
論
は
従
て
内
地
柁
る
己
竿
島
た
る
さ

を
問
は
?
我
国
一
般
に
就
い
て
の
議
論
ご
な
ら
ゴ
る
を
得
な
い
が
、
要
す
る
に
業
務
利
盆
の
滞
き
農
業
に
於
て
、

新
か
る
貫
一
両
き
刺
子
を
拐
っ
て
資
金
を
周
ゐ
ね
ば
な
ら
れ
制
我
国
の
現
献
は
、
泊
に
因
。
た
も
の
ぜ
い
ふ
外
は
な

ν。

特
に
朝
鮮
の
農
業
は
将
来
大
い
に
後
達
す
る
徐
地
は
め
る
に
し
て
も
、
現
存
各
農
家
の
経
済
は
中
止
築
〈
な
段
で

ま
よ
、

D
f
戸
ら
、

-
t
e
t
L
パ
υ
?

ふ

μ

一
般
的
に
金
利
の
今
少
し
〈
低
下
せ
む
ニ

Z
は
、
是
非
必
要
の
-
】
己
、
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
o

若
L
殖
銀
ご
金
融
組
合
正
相
待
つ

τ、
農
業
資
金
を
今
少
し
〈
低
利
に
調
達
融
通
す
る
を
得
る
に
も
垂
ら

ば
、
朝
鮮
の
農
業
百
農
家
ご
は
、
ど
れ
ほ
Y
」
か
助
か
る
こ
芭
で
あ
ら
う

U

ぞ
れ
E
同
時
に
農
業
資
金
が
朝
鮮
に
脅
し
て
今
少
し
潤
諜
に
供
給
せ
ら
る
、
に
至
ら
ん
ニ
ご
は
、
目
下
の
急
務

ご
い
ふ
の
外
な
く
、
其
縛
め
に
は
前
に
も
之
を
述
ぺ
た
や
う
に
、
内
地
に
於

τ朝
鮮
的
経
済
共
他
一
般
事
情
に
野

す
る
理
解
が
十
分
に
行
は
れ
て
、
其
の
田
県
肢
を
知
h
J
、
彼
地
に
艶
g
る
投
資
的
安
全
に
し
て
有
望
な
る
こ
さ
の
解



得
き
る
、
に
至
ら
な
ご
ご
を
必
要
吉
す
る
。
向
叉
殖
銀
り
後
行
す
る
債
券
の
如
き
仁
し
で
も
、
湖
業
債
券
や
農
工

債
券
の
如
き
三
同
一
様
仁
待
過
さ
れ
、

是
の
信
保
力
も
十
分
に
せ
ら
る
、
に
於
て
は
、
内
地
市
場
に
漸
次
歓
迎
古

る
、
に
至
る
べ
き
は
明
か
だ
か
ら
、
其
等
の
こ
ご
に
閲
し
て
も
、
穏
々
の
注
意

ω行
は
る
〉
伊
】
必
要
正
す
る
で
あ

ら
う
。
従
来
は
日
本
銀
行
に
於
て
之
を
見
返
権
保
に
周
ゐ
る
を
背
骨
な
か
っ
た
や
う
に
が
、
そ
ん
な
事
で
は
殖
銀

の
必
要
芭
す
る
資
金
吸
牧
に
大

ν
な
る
不
便
あ
る
べ
き
は
論
を
侯
花
田
制
。
開
げ
ば
最
近
に
至
っ
て
、
見
返
品
中
に

加
へ
ら
志
、
こ
吉
、
な
っ
た
正
か
絡
に
な
ら
ん
ご
し
て
居
る

Z
か
い
ふ
話
だ
か
ら
、

そ
の
問
題
は
片
づ
〈
筈
だ

が
、
芙
他
の
事
柄
に
閲
し

τも
、
殖
銀
債
券
の
内
地
に
知
れ
渡

h
行
投
h
、
一
般
の
人
々
が
之
を
愛
好
す
る
に
至

ら
ん
こ
さ
を
祈
ら

5
る
を
得

F
る
次
第
で
あ
る
。
従
来
そ
の
後
行
の
須
め
に
専
ら
努
力
せ
ら
れ
た
る
内
地
の
藤
本

ピ
Y

プ
ロ

1
カ

1
銀
行
や
山
一
合
資
曾
祉
の
如
吉
、
大
い
に
其
勢
を
多
古
せ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

今
後
も
夏
に
一

屠
の
努
力
を
坦
一
h
u
z
同
時
に
共
他
の
銀
行
等
に
於
て
も
朝
鮮
の
経
済
的
関
畿
の
矯
め
に
同
情
を
傾
け
轟
カ
き
る
、

あ
る
に
至
ら
む
こ
ご
は
、
濁
り
朝
鮮
経
済
の
怨
め
の
み
な

ι一
守
、
庚
〈
我
が
図
民
経
済
の
矯
め
に
、
最
も
望
ま
し

き
所
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

次
に
問
題
ぜ
な
る
こ
さ
は
、
農
業
金
融
は
農
業
本
来
の
佐
賀
上
長
期
貸
付
を
必
要
ご
す
る
も
の
で
め
る
の
に
、

殖
銀
が
其
の
貸
付
資
源
ご
し
て
債
券
を
品
目
行
せ
る
裳
の
債
券
は
大
抵
短
期
な
も
の
、
多
い
こ
ご
之
で
あ
る
。
帥
ち

之
を
従
来
の
賞
朕
に
就
い
て
見
る
仁
、
一
公
募
の
も
の
は
短
き
は
一
年
宇
長
き
も
五
年
間
位
に
随
時
償
還
す
る
俊
件

論

叢

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻
]
一
(
第
一
腕

占
ハ
買
)

六
五



論

議

一、句、
z
r
J
a
F
 

朝
鮮
由
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

捗

焼

ハムハ

日
本
糊
業
銀
行
の
引
受
り
た
も
の
ご
が
、
或

は
十
五
年
間
Z
か
十
人
年
間
ご
か
い
ふ
や
う
に
拘
々
長
期
の
も
の
ご
な
っ
て
居
る
に
過
ぎ
泊
。
然
る
に
此
等
の
資

に
な
っ
て
居
品
。
た

v
大
衆
省
預
金
部
の
引
受
に
か
、
る
も

ω
ご、

金
を
以
て
貸
出
を
潟
す
方
面
は
、
法
規
で
は
五
十
年
迄
は
年
賦
償
還
期
間
を
定
h
u

る
を
得
る
こ
己
、
な
っ
て
居

h
J
、
賞
際
そ
ん
な
長
い
の
は
無
い
に
し
て
も
水
利
組
令
其
他
に
謝
す
る
貸
付
は
相
常
長
期
の
年
賦
償
法
貸
付
に
な

っ
て
居
る
o

期
〈
て
は
殖
銀
ご
し
て
は
短
期
の
資
金
を
吸
枚
し
て
長
期
の
貸
付
に
臆
す
る
ご
い
I
A
業
務
上
の
困
難

ご
手
数

z
e
y嘗
め
ね
ば
な
ら
中
、
殆
ん
ど
定
期
預
金
を
吸
牧
し
て
長
期
の
年
賦
貸
付
を
行
ふ
の
ご
多
〈
選
ば
な
U

や
う
な
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

扱
欣
資
金
三
貸
付
正
の
聞
に
斯
か
る
期
間

ω
喰
遠
ひ
め
る
か
ち
に
は
、
殖
銀
ご
し
て
は
常
に
債
券

ω募
集
に
ば

か
わ
忙
殺
さ
れ
て
、
し
か
も
そ
の
募
集
l
、
得
た
る
資
金
は
之
を
以
て
新
規
的
貸
付
を
錦
す
ニ
芭
は
出
来
な
い
で
、

償
制
時
期

ω到
来
せ
る
も
の
、
借
替
の
矯
め
に
之
を
用
ゐ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
場
令
が
多
〈
、
其
問
手
数
ご
費
用
£
の

少
か
ら

F
る
も
の
が
ゐ
る
。
そ
し

τ債
券

ω募
集
総
計
額
の
多
い
割
合
に
は
貸
付
は
行
は
れ
待
な
い
で
、
貸
付
業

務
の
成
績
は
十
分
に
血
中
が
り
難
〈
、
理
事
者
は
這
閥
の
遺
繰
の
錦
め
に
大
い
な
る
精
力
己
時
間
子
伊
】
費
百
h
y

る
を

待
ざ
る
こ
正
、
な
る
。

一
健
祇
嘗
銀
行
た
る
働
を
唖
却
す
も
の
が
、

一
年
竿
ご
か
二
三
年
ご
か
い
ふ
や
う
な
短
期
債

券
を
後
行
す
る
ご
い
ふ
の
は
、
不
思
議
な
位
お
か
し
な
こ
正
、
謂
は
ね
ば
な
ら
向
。

然
し
そ
れ
も
賓
際
の
事
情
か
ら
い
γ

へ
ば
、

一
面
に
は
我
闘
に
於
付
る
金
刺
が
近
時
一
般
に
高
〈

τ、
然
か
も
経

『朝鮮殖産銀行と朝鮮白産業』ニー頁。5) 



済
界
の
鐙
勤
定
士
り
無
く
、
殆
ん
ど
前
途
に
郵
す
L
見
込
山
立
ち
難
い
事
情
ゐ
る
潟
的
に
、
下
手
に
長
期
の
資
金

を
吸
牧
し
て
高
歩

ω金
L
T
背
負
ひ
込
L

町
、
後
日
金
利

ω下
落
せ
る
際
に
困
難
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
恐
ゐ
る

が
潟
め
に
、
先
つ
安
全
第
一
で
短
い
資
金
を
放
牧
し
て
置
〈
少
便
利
ご
す
る
貼
も
ゐ
ら
う
。
又
一
面
に
は
殖
銀
債

券
に
担
割
す
る
世
間

ω信
用
ま
だ
十
分
な
ら

F
る
斜
め
仁
、

そ
し
て
朝
鮮
の
事
情
に
訴
す
る
一
般
の
信
念
薄
く
そ
の

投
資
を
危
よ
な
風
ゐ
る
勉
め
に
、
長
期
債
券
己
潟
し

τは
責
行
き
難
い
事
情
ゐ
っ
て
、
巳
む
を
待
中
之
を
短
期
の

も
の
ご
錯
す
勅
も
ゐ
る
で
あ
ら
う
o

恰
も
遺
繰
に
急
が
し
い
商
業
銀
行
が
、
定
期
的
な
資
金
を
獲
る
道
少
き
縛
め

コ

1
u
y
を
漁
っ
て
兎
も
角
も
其
日
々
々
の
急
場
を
凌
い
で
行
〈
ゃ
う
仁
、
同
じ
債
券
な
が
ら
長
期
の
債
券
で

は
寅
行
主
党
束
き
縛
め
に
努
め
て
之
を
短
期
に
し
て
兎
も
角
も
嘗
座
の
間
に
合
は
せ
、
然
か
も
先
に
募
集
し
た
も

の
が
短
期
な
る
結
呆
其
後
叉
矢
継
早
に
度
々
一
短
期
の
も
の
を
後
行
し
て
借
替
々
命
や
っ
て
行
が
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情

の
存
す
る
次
第
で
も
ゐ
ら
う
o

若
し
此
の
雨
前
の
事
情
の
賞
際
に
存
す
る
な
ら
ば
、
今
日
の
場
合
短
期
債
券
の
賛

行
苫
晶
、
は
無
理
か
ら
ぬ
所
正
い
ふ
の
外
な
〈
、
特
に
後
者
の
事
情
の
存
す
る
あ
る
仁
於
て
は
、
殖
銀

Z
L
て
は

拘
に
遺
h
に
〈
い
苦
し
い
立
場
に
あ
る
も
の
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

比
較
的
幼
稚
な
る
朝
鮮
経
済
界
の
現
紋
古
、

之
に
謝
す
る
内
地
人
の
理
解
及
び
戚
情
ご
を
以
て
す
れ
ば
、
其
聞
に
践
し
て
資
金
調
達

ω任
に
営
る
殖
銀
の
仕
事

の
遺
り
に
〈
い
駄
は
、
十
分
岡
崎
に
儲
す
る
o

然
し
何
時
ま
で
も
新
〈
て
ゐ
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
ら
、
今
後
一
方
に
は
朝
鮮
に
於
け
る
経
済
一
般
特
に
農
業
経

諭

議

朝
鮮
町
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
第
一
一
蹴

ハ
・
七
)

h

七



諭

朝
鮮
O
農
業
金
融
組
織

p、
入

(
第
一
親

六
人

議

第
二
十
巻

務
妹
践
の
後
達
す
る
あ
り
、
他
方
仁
は
又
内
地
人
の
之
に
封
す
る
理
解
ご
同
情
ご
の
増
す
仁
連
れ
て
、
債
券
の
如

き
も
、
今
少

L
長
期
な
る
も
の
を
今
少
し
低
利
に
又
今
少
し
潤
浬
仁
資
金
の
吸
牧
を
錯
し
得
ぺ
き
や
う
に
後
行
す

る
こ
Z
の
出
来
る
に
至
ら
な
ニ
ご
を
期
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
駄
に
つ
い
て
は
常
局
各
方
面
の
一
層
の
注
意
己
努
力

ze 
一
般
的
奴
態
の
立
直
さ
れ
健
賞
味
を
加
へ
落
付
き
を
得
る
こ
吉
、
相
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
希
望
芭
し
で
は

斯
〈
ゐ
ち
ん
，
ョ
ご
を
呉
々
も
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
上
私
は
朝
鮮
殖
産
銀
行
の
こ

Z
に
就
い
て
論
じ
た
が
、
今
朝
鮮
の
農
業
金
融
に
つ
い
て
筆
を
執
り
つ
、
あ
る

者
ご
し
て
は
、
之
れ
ご
共
に
ど
う
し
て
も
東
洋
拓
殖
曾
一
祉
の
こ
古
に
論
及
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
も
知
る
如
く

東
拓
は
朝
鮮
及
外
岡
に
於
け
る
拓
殖
資
金
の
供
給
其
の
他
拓
殖
事
業
の
経
替
を
目
的
ご

L
て
設
け
ら
れ
た
る
も
の

で
、
明
治
四
十
一
年
入
月
法
律
第
六
十
三
挽
に
様
て
設
立
せ
ら
れ
、
街
来
朝
鮮
を
本
郷
墓
古

L
て、

土
地
の
関

拓
、
移
民
の
扶
楠
、
拓
殖
資
金
の
供
給
等
に
謹
カ
L
、
相
嘗
の
成
績
を
泉
げ
得
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
貸
出
は

最
近
の
計
算
に
於

τ四
千
百
高
固
に
上
ぽ
り
、
主
古
し
て
土
地
改
良
、
水
利
事
業
、
此
F
d属
及
移
住
民
、
会
共
園
鶴

等
に
劃
す
る
資
金
で
あ
る
。

毛
じ
て
東
拓
は
朝
鮮
に
於
り
る
資
金
供
給
の
関
係

rけ
か
も
い
へ
ば
、
殖
銀
創
立
の
際
に
も
、
東
拓
は
漏
栄
其

水口理財課長連『朝鮮金融事情概要』八頁6) 



他
に
艶

L
て
業
務
を
後
展
す
る
こ
古
に
カ
を
注
「
日
、
き
も
の
ご
し
、
朝
鮮
に
在
つ
て
は
そ
の
金
融
部
は
ま
ご
し
て

水
利
組
合
そ
の
他
各
種
の
事
業
曾
枇
等
仁
謝
し
て
大
産
業
資
金
の
供
給
を
匁
す
噌
}
言
、
す
べ
き
も
の
正
せ
ら
れ
、

之
に
封
し
て
殖
産
銀
行
は
主
ご
し
て
中
流
以
下

ω一
産
業
者
に
謝
し
て
資
金
供
給
の
任
に
蛍
る
を
可
正
す
る
も
の
E

せ
ら
れ
た
o

却
も
斯
〈
て
両
枇
は
%
の
活
動
の
箱
闘
を
異
に
し
従
て
互
に
業
務
上
の
衝
突
を
避
け
得
る
も
の
E
考

へ
ら
れ
、
備
叉
東
拓
に
於
て
外
闘
市
場
よ
り
低
利
の
資
金
を
吸
牧
す
る
を
得
ば
、
同
枇
は
殖
庫
銀
行
の
親
銀
行
E

L
て
其
の
債
券
を
引
受
付
以
て
殖
銀
に
於
り
る
長
期
貸
付
資
金
の
売
買
を
園
ら
し
な
る
こ
吉
、
し
、
岡
一
祉
相
提
携

し
て
朝
鮮
開
後
に
貢
献
せ
し
め
ん
芭
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
窓
哉
其
牧
東
拓
は
そ
の
業
務
成
績
ご
か
〈

期
待
に
沿
ひ
難
〈
、
所
詞
満
蒙
経
盟
百
ご
い
ふ
大
政
策
は
朝
鮮
銀
行
を
し
て
一
敗
地
に
塗
れ
し
め
た
る
£
共
に
、
東

拓
も
亦
十
分
に
は
そ
の
瀦
翼
を
伸
ご
得
な
い
で
、
鳳
志
徒
ら
に
時
運

ω非
な
る
を
歎
き
暫
〈
大
翼
を
垂
れ
て
南
風

競
は
、
さ
る
を
悲
hv
外
な
き
ニ
吉
、
な
っ
た
。
そ
ん
な
事
で
東
拓
は
殖
銀
に
針
し
て
も
豊
富
に
資
金
の
融
遜
を
潟
し

以
て
そ
の
長
期
貸
付
資
源
を
充
貫
せ
し
む
る
を
得
な
い
で
、
だ
い
農
工
銀
行
時
代
に
明
治
四
十
四
年
ご
大
正
六
年

ご
に
去
百
高
固
さ
武
百
高
周
ご
そ
の
債
券
引
受
を
縛
し
た
る
に
止
ま
h
、
殖
銀
時
代
吉
な
っ
て
か
ら
は
債
券
引
受

を
震
す
段
で
は
な
〈
、
却
っ
て
出
来
る
e

』
ご
な
ら
あ
?
〕
ぺ
に
援
助
し
て
貰
ひ
た
い
や
う
な
岳
地
に
も
な
っ
た
だ
ら

う
Z
思
は
れ
る
や
う
な
有
様
で
あ
る
。
従

τ芙
の
貸
出
も
四
千
高
岡
俄
h
に
過
ぎ

e
さ
る
次
第
で
ゐ
る
。
併
し
朝
鮮

内
に
於
り
る
束
拓
の
事
業
は
安
杢
に
行
は
れ
つ
、
あ
ち
、
決
し
て
全
然
失
敗
ご
見
る
能
は
F
る
ば
か
ち
で
な
〈
、

前

叢

六

:h. 

朝
鮮
白
農
業
金
融
組
織

隼

貌

第
二
十
審

占
ハ
九
)

『朝鮮殖産銀行と朝鮮白産業』ニー頁7) 



論

議

或
程
度
の
積
極
的
な
成
績
を
暴
げ
得
た
る
は
裏
書
し
て
間
違
な
い
所
で
あ
る
。
今
後
大
い
に
陣
容
を
立
直
し
て
円

明
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻
(
第
一
一
瞬

七
O
)

七
O 

醒

L
き
活
動
の
行
は
れ
む
こ

Z
を
、
五
回
れ
人
ご
も
仁
割
目
し
て
待
つ
次
第
で
あ
る
。

五

地
方
金
融
組
合
及
聯
合
曾

朝
鮮
の
農
業
金
融
機
関
ご
し
て
、
殖
銀
及
東
拓
ご
相
並
む
で
重
要
な
る
働
を
震
し
っ
、
め
る
は
、
前
に
之
佐
明

か
に
し
た
や
う
に
地
方
金
融
組
令
及
其
の
聯
合
曾
で
あ
る
。
之
は
或
意
味
に
於
て
は
殖
銀
な
ど
に
掛
し
そ
の
下
級

機
関
正
し
て
働
〈
ぺ
き
任
務
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
が
、
又
或
意
味
に
於
て
は
濁
立
し
て
民
間
金
融
の
業
に
常

金
融
組
合
は
明
治
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
る
地
方
金
融
組
合
規
則
に
操
っ
て
遺
ら
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、
範
を

一
荷
信
用
組
合
に
似
た
る
も
の
ご
し
て
、
或
程
度
の
自
主
的
存
在
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

h 、鋼
乙
の
村
落
銀
行
に
採
り
叉
朝
鮮
在
来
の
「
契
」
の
制
度
に
し
て
資
金
の
融
通
利
殖
を
主
ご
し
ゃ
、
信
用
組
合
に
似

た
る
も
の
を
参
酌
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
だ
ご
言
は
れ
て
居
る
。
そ
し
て
令
融
組
合
は
各
府
郡
内
に
一
定
区
域
を

定
め
其
の
鼠
域
内
に
在
b
τ
之
に
加
入
す
る
者
を
組
合
員
ご
し
て
組
織
さ
る
、
の
一
で
あ
る
。
然
か
も
そ
の
組
合
員

は
成
る
ぺ
〈
中
流
以
下
の
階
綾
に
扇
す
る
人
々
の
中
よ
b
之
を
選
び
、
そ
の
任
務
は
組
合
員
の
金
融
を
緩
和
し
其

の
経
済
の
後
迭
を
企
幽
す
る
に
存
す
る
。

金
融
組
合
の
設
立
に
費
し

τは
政
府
よ
わ
特
に
業
務
資
金
を
下
附
し
て
そ
の
奨
帥
仰
を
行
つ
忙
の
で
あ
る
。
従
て



今
や
各
地
に
普
及
し
、
大
正
十
三
年
三
月
末
現
在
に
於
て
は
、
業
務
を
開
始
せ
る
組
合
数
四
百
七
十
五
、
組
合
員

数
三
十
三
高
六
千
品
川
人
、
出
資
抑
込
済
金
額
四
百
人
拾
依
高
図
、
政
府
下
附
金
参
肝
煎
扮
傍
寓
園
、
積
立
金
参
百

煎
拾
伶
高
園
、
預
り
金
参
千
六
拾
徐
高
園
、
借
入
金
武
千
九
百
四
拾
伶
高
固
に
上
ば
り
、
貸
付
令
額
五
千
倉
斤
袷

係
諸
国
、
所
有
物
武
百
点
控
拾
俸
高
岡
、
預
ケ
金
及
現
金
千
人
百
武
拾
伶
諸
国
に
蓬
し
た
o

尤
も
金
融
組
合
規
則
は
大
正
三
年
に
一
度
根
本
的
改
正
を
経
、
大
正
七
年
に
は
叉
大
改
正
を
加
へ
ら
れ
、
特
に

品
悼
の
大
改
置
に
於
て
は
、
従
来
設
立
き
れ
た
ろ
農
村
令
融
組
合
の
外
町
新
に
市
街
地
に
於
て
主

Z
L
て
小
商
工
業

者
を
以
て
組
合
員
Z
す
る
都
市
組
合
を
設
立
す
る
を
認
め
ら
れ
、
同
時
に
叉
令
融
組
合
の
聯
合
曾
を
設
立
す
る
こ

芝
、

L
、
各
道
に
一
伺
づ
、
之
を
治
る
も
の
ご
し
た
o

大
正
十
三
年
三
月
末
現
石
村
落
組
合
同
百
十
九
、
都
市
組

合
五
十
六
で
あ
っ
て
、
聯
A
官
舎
は
困
よ
り
十
三
で
あ
る
o

金
融
組
合
の
業
務
は
、
農
村
組
合
た
る
古
都
市
組
合
た
る
ず
」
に
よ
h
多
少
の
相
違
が
あ
る
が
、
大
慢
に
於

τは

一
組
令
員
に
野
し
そ
の
経
済
の
礎
逢
に
必
要
な
る
資
金
を
貸
付
す
る
こ
ご
(
都
市
組
合
の
場
合
に
は
手
形
割
引
を

刷
局
す
こ
ご
を
得
)
二
・
組
令
員

ω錦
め
に
預
り
金
を
怨
す
こ

Z
一
二
組
合
員
り
怨
め
に
産
業
上
必
要
な
る
材
料
の
貸
付

若
〈
は
共
同
購
入
を
潟
し
叉
は
組
合
員
り
委
託
に
依
句
其
の
生
産
物
を
販
貢
す
る
こ
Z
四
組
合
員
一
の
縛
め
に
其
の

生
産
物
を
倉
庫
に
保
管
し
叉
は
之
に
謝
し
て
倉
庫
設
券
を
緩
行
す
る
こ
ご
五
朝
鮮
総
督
の
認
可
を
受
け
組
令
員
に

あ
ら
玄
る
岩
の
預
h
金
を
潟
す
・
』
己
六
朝
鮮
総
督
の
認
可
を
受
付
銀
行
の
業
務
を
代
理
じ
又
は
之
が
媒
介
を
矯
す

論

護

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
一
一
十
巻

(
第
一
瞬

七

) 

七

以上『朝鮮金融機闘枇製』に依る。8) 



論

第

二

+

巻

-
=
」
七
朝
鮮
総
督
の
命
令
あ
h
た
る
ご
き
は
地
方
金
融
の
調
節
に
閲
す
る
業
務
を
潜
む
噂
』
吉
之
で
あ
る
。

き
れ
ば
金
融
組
合
の
業
務
は
た
い
v
草
に
預
金
及
貸
付
に
闘
す
る
金
融
事
項
の
み
に
限
ら
な
い
で
、
謂
は
い
内
地

議

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

(
品
炉
二
班

-l: 

) 

七

に
於
け
る
信
用
組
合
の
業
務
以
外
備
は
購
買
組
合
の
業
務
仁
属
す
る
産
業
材
料
の
共
同
購
入
、
又
販
貰
組
A
(
ロ
の
業

務
に
属
す
る
組
合
員
の
生
産
物
の
販
賞
、
真
に
は
利
用
組
合
の
業
務
に
扇
す
る
産
業
必
要
材
料
の
貸
付
を
も
行

ひ
、
向
又
組
合
員
の
勉
め
に
其
の
生
産
物
を
倉
庫
に
保
管
し
之
に
封
し
て
倉
庫
詮
券
を
後
行
す
る
貼
に
於
て
は
、

農
業
倉
庫
の
業
務
に
似
た
る
も
の
を
も
管
む
次
第
で
ゐ
る
u

其
の
業
務
の
範
囲
頗
る
騎
汎
で
、
従
て
其
の
組
合
言

し
て
の
性
能
も
甚
に
複
雑
な
も
の
た
る
を
知
る
ニ
ご
が
出
来
る
。
そ
し
て
斯
〈
の
如
〈
業
務
範
園
田
周
き
ζ

ご
は
、

幼
稚
な
る
朝
鮮
特
に
そ
の
農
村
に
於
り
る
経
済
妹
態
の
現
献
に
於
て
は
、
拘
に
必
要
で
止
な
を
得
古
る
所
た
り
、

斯
〈
あ
る
に
依
て
甫
め
て
農
家
は
大
い
な
る
利
便
を
得
、
又
比
較
的
短
年
月
の
聞
に
比
較
的
著
大
な
る
後
遣
を
も

遂
げ
得
た
も
の
Z
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
L
将
来
経
済
界
の
獄
況
の
後
述
す
る
に
連
れ
て
、
組
合
も
亦
分
化
L
、

信
用
、
購
買
、
販
寛
、
利
用
ぜ
い
ふ
風
に
各
積
分
別
の
組
合
芭
匁
h
来
る
べ
き
は
明
か
な
所
で
ゐ
る
。

そ
し

τ叉
金
融
組
合
は
今
日
迄

ω所
で
は
そ
の
設
立
や
所
轄
悩
域
の
如
き
も
総
督
府
の
指
定
に
依
h
又
阪
越
の

如
〈
村
落
組
合
で
は
理
事
者
も
官
選
せ
ら
れ
る
古
い
ふ
風
で
、
組
合
員

ω白
後
的
計
査
に
依
て
成
立
つ
も
の
で
な

〈
、
従
て
叉
自
治
的
仁

L
て
民
主
主
義
的
組
織
を
有
す
る
欧
米
や
我
が
内
地
の
産
業
組
合
ご
は
、
主
(
鮪
に
於

τ性

質
を
異
に
上
て
居
る
。
併
し
之
れ
亦
従
来
朝
鮮

ω民
度
を
以

τ
L
て
は
斯
(
の
如
〈
な
。
を
得
F
る
事
情
ゐ
h
、



斯
〈
の
如
〈
な
ら
F
れ
ば
能
〈
後
生
し
俊
育
す
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、
崎
川
家
は
や
は

h
任
意
的
自
治
組

織
た
る
べ
〈
そ
の
後
連
合
遂
げ
ね
ば
な
ら
向
。
尤
も
そ
の
時
期
が
何
時
到
来
す
べ
き
か
は
中
々
見
込
が
立
も
難

〈
、
恐
ら
〈
近
章
特
加
来
に
そ
こ
ま
で
進
み
行
き
得
ぺ

L
Z
は
思
は
れ
ぬ
が
、
理
想
の
茸
(
所
に
在
ら
ゴ
る
ぺ
か
ら
5

る
は
言
を
侯
た
泊
。

次
に
組
合
設
立
に
際
し
行
は
る
、
政
府
下
附
金
は
村
落
組
合
の
み
に
帆
到
し
下
附
せ
ら
品
、
も
の
で
あ
っ
て
、

組
合
六
千
回
乃
至
士
宮
高
岡
で
ゐ
る
c

之
れ
村
落
組
合
に
在
つ
て
は
農
家
経
済
の
一
般
的
に
甚
だ
貧
弱
な
る
縛
め
、

組
合
員
の
出
資
金
及
諸
預
り
令
の
み
を
以
て
し
て
は
、
到
底
そ
の
業
務
行
は
れ
難
い
か
ら
で
あ
る
o

加
之
設
立
常

初
二
三
年
間
は
此
的
下
附
金
以
外
に
組
令
経
費
の
一
部
分
を
も
補
助
す
る
有
徒
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
七
年
以
後

に
設
立
さ
れ
た
る
都
市
組
合
に
劉
し
て
は
、
政
府
は
そ
の
設
立
を
援
助
す
る
柏
崎
め
、
聯
A

骨
曾
よ
b
一
組
合
に
つ
き

参
高
国
乃
至
五
高
闘
の
低
利
資
金
を
貸
付
せ
し
む
る
こ
古
に
な
っ
て
居
る
が
、
閥
庫
よ
hy
下
附
金
を
行
ム
こ
正
は

な
い
o

た
い
政
府
は
各
聯
合
舎
に
濁
し
て
業
務
資
金
、
己
し
て
或
拾
高
固
宛
を
無
利
子
に
て
貸
付
〈
る
の
で
ゐ
る
C

次
に
金
融
組
合
に
於
け
る
預
b
金
は
、
都
市
組
合
に
在
つ
て
は
預
金
総
額
り
三
割
強
は
組
合
員
の
預
金
で
あ
る

け
れ
げ
と
、
村
落
組
合
に
在
つ
て
は
農
民
一
般
に
預
金
の
脅
憤
少
〈
叉
賓
際
そ

ω徐
裕
を
有
せ
刊
さ
る
結
果
、
組
合
員

の
預
金
は
僅
か
に
総
預
金
額
の
一
割
九
分
強
に
官
る
に
遁
吉
川
刷
。
都
市
組
合
及
村
落
組
合
を
通
じ
て
見
た
る
組
合

員
の
預
金
は
二
割
二
分
に
嘗
り
、
四
割
強
は
会
共
岡
龍
及
川
法
人
の
預
金
で
残
土
二
割
強
は
一
般
会
衆
預
金
で
あ
る
。

論

叢

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
晶
一
一
瞬

-七=乙

t 

向上-0頁9) 



論

議

一七

四

七
回
}

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
三
十
巻

{
拍
車
一
一
瞬

そ
L
て
借
入
金
は
都
市
組
令
が
殖
庫
銀
行
よ
b
得
た
る
手
形
再
割
引
金
拾
畳
高
徐
回
以
外
は
、
総
ぺ
て
金
融
組
合

聯
合
曾
よ
り
融
泌
さ
れ
て
居
る
。
聯
A
官
舎
に
劃
す
る
殖
産
銀
行
の
貸
付
は
既
に
述
べ
た
所
に
照
し
見
れ
ば
明
か
な

明

る
如
〈
、
昨
年
末
現
在
に
於
て
千
七
百
五
拾
高
九
千
回
を
計
上
し
て
居
る
。

実
に
組
令
の
貸
出
に
つ
い
て
見
る
に
、
村
落
組
合
に
在
っ

τは
、
組
合
員
に
封
す
る
貸
付
四
千
武
百
五
拾
高
岡

に
上
ぽ
・
9
、
そ
の
組
合
員
の
大
部
分
は
中
小
農
民
で
あ
っ
て
、
そ
の
貸
付
金
は
農
業
資
金
ご
し
て
周
ゐ
ら
れ
て
居

る
O

そ
の
金
額
が
貸
付
金
総
計
に
謝
す
る
割
合
は
正
に
七
割
五
分
に
嘗
っ
て
居
る
の
で
あ
る
o

奮
債
償
還
の
斜
め

に
行
は
る
、
貸
付
は
一
割
二
分
に
嘗
る
の
で
あ
る
。
郡
市
組
令
に
在
つ
て
は
商
工
業
資
金
貸
付
が
綿
貸
付
の
七
割

五
分
を
占
め
て
居
る
。
倫
又
村
落
組
合
の
貸
付
中
自
作
用
土
地
の
購
入
、
土
地
開
墾
其
他
土
地
改
良
等
の
資
金
古

都
市
組
令
に
於
け
る
庖
備
工
場
設
備
等
の
資
金
融
通
は
、
そ
の
資
源
を
長
期
借
入
金
に
求
め
、
そ
の
貸
付
額
千
人

百
五
拾
傍
高
固
に
上
ば
っ
て
居
る
o

最
後
に
金
融
組
合
が
殖
産
銀
行
の
貸
出
の
媒
介
?
矯
せ
る
も
の
本
年
八
月
末

日
現
在
に
於

τ九
百
七
拾
依
高
岡
で
あ
る
叫

新
〈
り
如
〈
に
し
て
金
融
組
合
は
そ
の
有
す
る
資
金
に
比
す
れ
ば
遥
か
に
大
な
る
貸
出
業
務
を
行
つ

居
る
の

で
ゐ
っ
て
、
内
地
の
信
用
組
令
の
如
、
吉
は
多
一
く
は
そ
の
有
す
る
預
金
其
他
の
資
金
を
以
て
其
の
範
圏
内
に
於
て
貸

付
を
行
ひ
、
他
よ
り
借
入
金
を
品
局
し
て
貸
付
を
行
ム
も
の
少
〈
、
従
て
一
組
令
平
均
貸
付
は
其
の
預
h
金
の
範
国

内
に
在
る
さ
少
か
ら
中
面
目
を
異
に
し
て
居
L
o
郎
も
金
融
組
合
の
一
組
A
n
卒
均
貸
出
は
禁
の
預
金
の
二
倍
弱
に

同上ー0真

向上ーー頁

10) 

11) 



逢

L
て
居
る
o

そ
L
て
金
融
組
合
一
組
合
の
取
扱
高
は
拾
登
高
島
尻
千
八
百
聞
に
上
ぽ
h
J
、
内
地
信
用
組
合
一
一
組
合

嘗
り
B
R
高
七
千
国
な
る
仁
比
し
、
著
し
〈
著
大
な
る
取
扱
を
匁

Lτ
居
品
。
之
れ
金
融
組
合
が
内
地
に
於
け
る
各

曙
州
産
業
組
合
を
併
せ
た
る
が
如
き
性
質
の
も
の
花
、
り
、
叉
朝
鮮
に
は
内
地
の
如
く
普
通
銀
行
の
田
舎
に
普
及
L
て

居
ら
ぬ
た
め
其
の
匁
す
所
を
も
縛
ぺ
て
収
賄
ふ
事
情
あ
る
所
が
ら
も
出
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
彼
地
経
済

界
に
於
て
令
融
組
合
の
錯
す
働
は
多
大
な
る
も
の
古
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
特
に
そ
が
下
院
用
金
融
機
関
ご
し
て
感

民
銀
行
た
る
任
務
を
行
ひ
っ
、
あ
る
貼
よ
り
之
を
見
て
、
主
(
働
の
枇
品
目
的
致
果
は
多
大
な
り
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ。
そ
こ
で
品
川
は
最
少
し
詳
[
〈
金
融
組
合
各
仰
に
つ
い
て
そ
の
借
入
金
己
貸
付
ご
に
就
い
て
見
る
に
、
金
融
組
合

各
個
の
資
金
借
入
限
度
は
長
期
五
高
園
、
短
期
武
高
闘
で
あ
っ
て
、
其
の
限
度
内
は
遊
感
に
於
て
之
を
奇
定
認
可

L
、
そ
の
以
上
の
要
求
は
総
督
府
に
於

τ査
定
認
可
す
る
。
然
し
此
額
は
梯
込
務
出
資
金
ご
積
立
金
ご
が
多
け
れ

ぱ
僚
張
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

号
し
て
此
の
以
外
に
前
逃

ω如
く
都
市
組
合
に
は
特
別
低
利
資
金
古
い
ふ
が
あ
っ

て
、
府
の
所
在
地
組
合
は
五
高
園
、
他
の
都
市
組
合
は
多
高
国
を
借
入
れ
る
こ
芭
が
出
来
る
。
利
率
は
六
分
二
一
埋

で
あ
る
o

村
落
組
合
に
在
つ
て
は
前
通
り
無
利
子
な
る
政
府
支
出
金
ゐ
る
外
に
、
無
利
子
で
四
千
困
を
、
六
分
利

を
以
て
会
千
国
を
限
度
Z
し
て
政
府
よ
り
借
入
品
、
を
得
る
。
す
ぺ
て
此
等
の
限
度
内
に
於
て
組
令
所
要
の
金
額

は
竿
期
毎
の
計
算
を
基
礎

E
Lて
各
組
合
の
借
入
所
要
額
を
聯
A
官
舎
に
於
て
取
纏
め
、
そ
の
各
聯
合
曾
よ
・
り
の
申

論

叢

七
五
)

士
五

第
ニ
十
巻

(第一一揖

初
鮮
の
農
業
金
融
組
織

向上四頁12) 



官官一

龍

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

(
第
一
一
揖

七
大
)

七
六

出
を
総
督
府
に
於
て
取
纏
め
多
少
の
取
拾
遺
様
を
行
ひ
、
殖
銀
に
廻
付
す
べ
き
も

ωは
廻
付
し
て
其

ω貸
出
を
行

は
し
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
金
融
組
合
よ
b
組
合
員
に
封
し

t
行
ふ
貸
付
は
、
其
の
限
度
一
組
合
に
つ
き
村
落
組
合
で
は
或
一
円
園
都
市

組
合
で
は
奪
千
回
ご
し
、
指
保

ω有
無
を
問
は
な
い
o

尤
も
村
落
組
合
に
在
つ
で
も
・
資
金
の
用
途
に
よ
り
、
白

作
用
土
地
購
入
、
土
地
改
良
、
農
用
建
物
の
新
改
築
、
土
地
を
捺
保
ご
せ
る
奮
債
償
凶
叫
品
目
咋
に
劃
し
て
は
五
百
回
迄

ざ
す
る
o

都
市
組
合
に
在
つ
て
は
応
舗
の
設
備
、
応
舗
の
新
改
築
、
工
業
用
建
物
の
新
改
築
に
劃
し
て
は
参
千
回

迄
Z
す
る
。
右
例
外
は
何
れ
も
不
動
産
抽
出
保
貸
付
に
限
る
も
の

t
L
、
十
五
年
以
内
の
年
賦
償
還
叉
は
五
年
以
内

の
定
期
償
還
法
に
よ
る
。
そ
し
て
現
献
に
於
て
は
擦
保
貸
付
ご
無
搭
保
貸
付
Z
は
大
祇
竿
分
々
々
位
の
振
令
に
な

っ
て
居
る
。

組
合
の
組
合
員
に
封
す
る
貸
付
利
子
及
期
限
は
、
大
時
村
落
組
合
に
在
つ
て
は
短
期
日
歩
四
銭
五
原
、
期
限
一

テ
年
以
内
古
な
っ
て
居
る
。
長
期
は
年
一
割
五
分
で
あ
る
。
部
市
組
合
に
在
っ
て
も
一
矧
期
は
大
瞳
四
銭
五
座
、
長

期
も
一
割
五
分
佼

rが
世
間
保
附
手
形
な
ら
ば
日
歩
四
銭
の
も
あ
る
o

そ
し
て
貸
付
が
無
擦
係
で
行
は
れ
る
場
合
に

は
連
帯
保
管
人
二
人
を
要
す
る
こ
古
に
な
っ
て
居
る
。
こ
の
貸
付
金
利
の
高
い
司
}
芭
は
現
に
多
少
問
題
Z
な
っ
て

居
る
や
う
で
あ
る
が
、
鮮
銀
殖
銀
等
の
貸
出
し
で
す
ら
前
過
の
如
〈
高
き
は
盛
銭
四
犀
Z
か
参
銭
六
犀
己
か
い
ふ

風
で
あ
り
、
普
通
銀
行
は
高
き
は
問
銭
に
も
及
ぶ
有
様
だ
か
ら
、
濁
り
金
融
組
合
の
み
が
之
を
あ
ま
ち
安
く
す
る



わ
げ
に
も
行
き
か
ね
る
ゃ
う
で
あ
る
。
特
に
民
聞
の
個
人
貸
借
が
年
五
割
又
は
其
以
上
に
も
及
ぷ
高
利
の
も
の
が

あ
る
や
う
な
岡
山
で
は
、

一
般
的
に
今
少
し
(
資
金
豊
富
吉
な
h
、
信
用
進
み
て
金
利
の
低
下
を
見
ぎ
る
限
h
、
金

融
組
令
の
み
濁
h
之
を
行
へ
ば
、
却
っ
て
組
令
員
は
組
合
よ
b
借
入
れ
た
る
所
を
他
人
に
又
貸
し
以
て
共
同
的
利

輸
を
取
ら
ん
ご
す
る
者
を
も
生
守
る
に
至
る
恐
あ
b
、
事
情
甚
化
困
難
な
b
E
せ
ら
る
、
。

然
し
之
を
一
般
的
に
い
へ
ば
、

を
ん
な
高
い
金
を
用
ゐ
ね
ば
な
ら
尚
朝
鮮
の
農
家
は
貨
に
気
の
毒
な
も
の
ご
謂

は
ね
ば
な
ら
向
。
日
歩
四
銭
五
座
ご
い
へ
ば
、
賓
に
年
利
率
一
割
六
分
五
一
埋
に
嘗
る
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
を
す
ら
非

常
に
低
利
な
も
の
E
し
て
喜
び
借
り
つ
、
ゐ
る
農
民
の
費
拡
は
気
の
毒
ご
い
ふ
も
中
々
お
ろ
か
で
あ
る
。

ー晶司
~、

金
融
組
合
中
央
曾
設
立
の
必
要

朝
鮮
の
地
方
金
融
組
令
及
び
其
の
聯
合
舎
は
、
今
日
の
所
ま
だ
其
の
規
模
は
小
さ
い
が
、
然
し
其
の
創
設
以
来

に
於
り
る
後
逗

ω著
し
き
て
、
立
(
の
業
務
振
り
の
健
寅
き
ご
は
、
狗
に
賞
讃
に
値
す
る
も
の
が
ゐ
る
G

共
間
総
督

府
及
各
道
的
省
局
者

ω謹
カ
ご
組
令
理
事
者

ω什
折
り
ご
は
容
易
な
ら
古
る
こ
ご
で
あ
っ
た
ら
う
さ
忠
は
る
、
。

今
日
で
は
芙
の
規
模
は
品
川
ほ
小
な
り
吉
雄
も
、
然
か
も
共
の
朝
鮮
金
融
制
介
に
於
げ
る
地
位
は
か
な
り
重
要
の
も

の
た
る
を
失
は
な
い
。
郎
も
組
令

ω数
は
鮮
地
内
各
銀
行
及
び
東
洋
拓
組
合
祉
の
本
支
府
数
百
六
十
六
に
謝
し
て

約
其
の
三
位
に
常
り
、
組
A
官
員
数
は
内
鮮
人
総
戸
数
三
百
三
十
高
入
千
徐
戸
に
岨
到
し
百
戸
毎
に
組
合
員
十
人
強
ご

論

議

朝
鮮
の
農
業
金
融
制
織

部
ニ
+
巷

(
件
一
日
朝

七
七
)

七
七



論

朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織

第
二
十
巻

第

貌

七
入
)

叢

k 
}¥. 

い
L
割
合
に
な
っ
て
居
る
o

之
を
内
地
に
在
っ
て
信
用
組
合
(
信
用
品
品
管
組
合
金
合
む
)
の
組
合
員
数
の
纏
戸
数
に

謝
す
る
割
A
口
一
日
戸
毎
に
十
八
人
強
(
大
正
九
年
末
)
な
る
に
比
す
れ
ば
士
だ
及
ば

F
る
こ
さ
惑
い
が
、
朝
鮮
仁
於
け

る
現
紋

t
L
τ
は
か
な
わ
普
及
し
た
も
の
吉
見
て
差
支
な
く
、
向
ほ
今
後
も
組
合
正
組
合
員
数
己
は
大
レ
に
増
加

す
る
見
込
で
ゐ
る
。
そ
し
て
組
合
の
預
り
金
は
普
通
銀
行
の
預
り
金
七
千
六
百
七
十
徐
古
両
国
に
封
し
四
割
弱
に
嘗

h
、
郵
便
貯
金
(
振
替
貯
金
を
合
ま
十
)
高
千
九
育
諸
国
に
謝
し
て
十
五
割
強
に
営
つ

τ居
る
。
内
地
の
信
用
組
合

の
預
り
金
或
億
或
千
四
百
除
高
岡
を
同
時
期
の
郵
貯
八
億
六
千
六
百
伶
高
固
に
掛
比
す
れ
ば
二
割
六
分
に
賞
品
に

過
き
ぬ
0

・
次
に
貸
出
は
殖
産
銀
行
及
東
洋
拓
殖
曾
枇
の
民
間
貸
出
金
最
低
四
千
徐
高
固
に
桝
到
し
其
の
四
割
弱
に
蛍

h
J
、
之
を
内
地
に
於
て
信
用
組
合
の
貸
出
金
堂
億
八
千
九
百
伶
高
岡
が
同
時
期
の
日
本
勧
業
銀
行
及
府
職
農
工
銀

日

行
の
貸
出
金
五
億
五
千
八
百
像
高
固
に
艶

L
二
一
割
強
に

L
か
及
ば
ぬ
に
比

L
、
某
の
歩
合
大
で
あ
る
。

扶
況
斯
〈
の
如
く
な
る
に
加
へ
て
、
金
融
組
合
は
鮮
人
の
間
に
大
い
な
る
信
任
を
得
て
鮮
人
の
之
仁
劃
す
る
戚

情
の
甚
だ
良
好
な
る
は
、
最
も
喜
ぶ
日
、
き
こ
正
、
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
大
正
入
年
の
高
歳
騒
の
際
に
鴬
っ
て

も
、
金
融
組
合
や
殖
産
銀
行
の
支
庖
ゃ
に
危
害
を
加
へ
ら
れ
た
る
も
の
、
な
か
っ
た
こ
と
に
依
て
も
、
這
聞
の
事

情
は
推
察
さ
る
、
。

古
れ
ば
金
融
組
合
の
事
業
は
先
づ
大
成
功
Z
い
ふ

τ不
可
な
〈
、
朝
鮮
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
新
允
な
る
施
設
の

中
最
も
成
功
し
た
る
も
の
、
一
に
敷
ふ
る
も
敢
て
不
可
な
き
所
で
あ
ら
う
o

之
が
縛
め
に
都
市
特
に
農
村
に
於
り

朝鮮金融事情概要一二一----三頁13) 



る
中
産
階
級
以
下
の
者
の
利
使
を
得
た
る
所
は
賓
仁
些
少
な
ら
す
、
所
謂
下
府
金
融
機
関
ご
し
て
の
其
の
貢
献
は

買
に
著
大
な
り
言
語
よ
べ
き
で
あ
る
c

所
が
蕊
に
一
つ
今
後
に
劃
す
る
希
望
正

L
て
、
金
融
組
合
の
現
紋
を
瓦
に
大
い
に
補
充

L
、
其
の
完
全
な
る
系

統
的
組
織
Z
其
り
盆
命
有
数
な
る
働
ご
を
得
せ
し
む
る
道
の
考
へ
ら
る
、
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
金
鮮
金
融
組
合

の
中
央
曾
の
組
成
古
い
ふ
こ
ご
之
で
あ
る
o

之
に
関
す
る
希
望
は
今
や
金
融
組
合
及
其
の
聯
A
官
舎
の
理
事
者
の
間

に
は
熱
心
に
懐
か
れ
て
居
る
所
で
あ
っ
て
、
線
督
府
営
局
に
於

τも
問
題
は
孜
究
中
な
り
吉
開
〈
。

前
に
説
明
し
た
や
う
に
、
現
放
に
在
つ
て
は
地
方
金
融
組
合
の
指
導
古
監
督
さ
は
雨
者
之
を
併
せ
て
総
督
府
及

道
廊
仁
於
て
之
を
行
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
元
来
官
聴
は
、
令
融
組
令
の
如
き
も
の
に
劃
し
て
は
、
其
の
監

督
の
任
に
嘗
る
は
蛍
然
に
け
れ
ど
、
主
(
の
事
務
の
指
導
を
特
却
し
業
務
の
内
容
に
鰯
れ
て
多
少
正
も
じ
之
を
動
か
す

に
足
る
ほ
ど
の
様
能
金
有
す
る
も
の
Z
せ
ら
る
、
は
、
あ
ま
り
妥
蛍
の
制
度
ご
は
い
ふ
こ
E
が
出
来
ぬ
c

出
来
る

こ
ぜ
な
ら
ば
、
監
督
者
た
る
者
ご
指
導
者
た
る
者
ご
は
別
々
の
も
の
古
錯
す
が
遁
嘗
で
あ
っ
て
、
期
〈
て
こ
そ
甫

め
て
監
督
の
貫
も
血
中
が
h
J
、
又
業
務
の
賓
際
経
轡
z
t
h
の
指
導
E
も
、
官
騒
の
意
思
を
離
れ
て
自
由
に
行
は
る
、

き
れ
ば
今
金
融
組
合
の
中
央
舎
が
組
成
さ
れ
て
業
務
に
閲
す
る
指
導
上
の
任
務
己
中
央
機
関
Z
し

τの

経
響
上
の
任
務
ご
を
荷
ひ
、
組
合
に
費
す
る
監
督
は
総
督
府
吉
道
腐
ご
に
於

τ専
ら
之
を
行
ふ
こ
吉
、
、
怨
す
に
於

を
得
る
。

て
は
、
雨
任
務
聞
に
明
瞭
な
る
極
別
が
出
来
、
各
遜
蛍
な
る
も
の
を
し
て
遁
嘗
の
こ
芭
を
行
は
し
む
る
ニ
吉
、
な

諭
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っ
て
、
組
織
も
援
に
完
備
し
、
組
合
業
務
の
成
積
も
亦
真
に
大
い
仁
拳
が
り
得
る
道
筋
の
つ
く
次
第
ご
せ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

次
に
又
朝
鮮
の
地
方
金
融
組
合
は
、
聯
合
曾
に
依
て
先
づ
統
轄
せ
ら
れ
、

そ
の
各
道
聯
合
舎
が
業
務
上
朝
鮮
殖

産
銀
行
正
直
接
の
連
絡
を
取
っ
て
居
て
、
其
の
閥
係
か
ら
い
へ
ば
殖
産
銀
行
は
各
聯
令
曾
の
親
銀
行
た
る
働
を
銭

L
、
金
融
組
合
に
謝
し
て
一
種
の
中
央
機
関
た
る
地
位
を
占
め
て
居
る
。
け
れ

Y
一
も
銀
行
ご
組
合
芭
は
元
来
そ
の

組
織
を
異
に
せ
る
ば
か

b
で
な
く
、
そ
の
様

τ立
つ
根
本
原
理
を
異
に
し
て
盾
る
o

組
合
は
た
ご
へ
其
の
業
務
上

に
於
て
ζ

そ
殖
銀
己
直
接
の
連
絡
を
有
す
れ
、

そ
れ
が
怨
め
に
殖
銀
が
金
融
組
合
の
純
然
記
る
中
央
機
凋
た
る
を

得
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
。
殖
銀
は
殖
銀
Z
し
て
濁
立
の
存
在
ご
自
由

ω意
思

zer有
す
る
が
如
〈
、
金
融
組
合
は

叉
そ
の
澗
立
に

L
て
自
由
な
る
存
在
ご
意
思
さ
を
有
す
る
。

き
れ
ば
今
金
融
組
合
が
自
己
の
固
有
な
る
中
央
機
閲

を
欲
し
い
ご
思
ム
は
、
殖
銀

Z
の
業
務
上
の
漣
絡
の
存
在
ご
は
別
問
題
之
し
で
も
成
立
ち
得
る
希
望
で
あ
る
。
葦

し
中
央
機
闘
の
必
要
は
た
い
に
業
務
上
の
寅
際
的
利
便
古
い
ふ
黙
ば
か

b
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
な
い
か
ち
で
あ
一

る
。
ぞ
の
以
外
金
融
組
合
中
央
曾
は
、
金
融
組
令
思
想
の
普
及
宣
偽
の
縛
め
に
も
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
新
組
合

の
組
織
の
矯
め
に
も
働
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
既
存
組
合
の
指
導
者
た
る
任
務
に
も
嘗
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
中
央
曾

z
L

て
は
賢
一
し
諸
多
の
方
面
じ
重
き
任
務
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ゐ
っ
て
、
そ
れ
等
の
任
務
は
回
よ
b
殖
産
銀
行
じ

之
を
望
h
u
こ
ご
の
出
来
る
性
質

ωも
の
で
な
く
、
中
央
舎
な
る
も
の
、
出
来
上
っ
て
こ
そ
甫
め
て
其
等
の
任
務
は



行
は
れ
得
る
も
の
芭
す
る
。

務
ef
行
っ
て
居
h
J
、

争
れ
に
又
之
を
軍
仁
業
務
の
上
の
み
か
ら
見
る
も
、
現
今
殖
銀
は
金
融
組
合
聯
合
曾
に
封

Lτ
資
金
貸
出
の
業

毛
の
総
額
は
前
に
も
之
を
示

L
柁
や
う
に
昨
年
末
現
存
に
於
て
蚤
千
七
百
五
拾
高
固
に
達
し

τ居
る
芭
は
い
u

へ
・
其
額
は
之
を
金
融
組
合
側
の
希
望
か
ら
い
I

へ
ば
、
ま
だ
決
し
T
十
分
で
有
h
J
依
る
ほ
ど

r
r

は
申
き
れ
な
い
l
o
金
融
組
令
ご
し
て
は
真
に
多
〈
の
資
金
を
要
す
る
究
第

rが
、
殖
銀
ご
し
て
は
言
は
い
そ
れ
で

手
一
杯
で
、

3
う
/
¥
互
額
の
貸
出
を
金
融
組
合
に
の
み
罰
し
て
行
ひ
得
る
手
の
内
で
は
な
い
。
そ
し
て
内
地
で

は
勧
業
銀
行
よ
ち
農
銀
を
し
て
所
謂
代
理
貸
付
な
る
も
の
を
行
は

L
め
て
居
る
が
、
殖
銀
が
金
融
組
合
に
劃

L
て

之
を
骨
岬
苦
し
む
る
所
の
も
の
は
所
謂
媒
介
貸
付
で
あ
っ
て
、
之
に
似
て
や
、
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
金
額
は

本
年
人
月
末
現
在
に
於
て
総
計
入
百
九
拾
六
高
俄
岡
仁
上
う
て
居
て
、
組
合
は
ぞ
の
手
数
料
ご
し
て
刺
息
の
百
分

の
十
五
を
得
、
借
主
に
劃
L
τ
は
貸
付
利
子
に
一
分
を
附
加
す
る
こ
ど
に
な
っ
て
居
る
の
ガ
が
、
此
の
方
法
で
は

借
主
に
取
っ
て
は
利
息

ω高
き
も
の
ご
な
る
所
あ
る
に
加
へ
て
、
殖
銀
Z
し

τ
は
徐
b
之
を
好
ま
ぬ
風
な
き
に
し

も
あ
ら
や
、
組
合
側
が
之
を
希
望
す
る
ほ

E
常
に
潤
深
に
そ
の
融
通
が
行
は
れ
る
-
』
ご
は
出
来
難
い
。
要
す
る
に

組
合
側
を
し
て
之
を
い
は
し
む
れ
ば
、
殖
銀
の
現
放
で
は
一
公
共
貸
付
に
多
額
の
資
金
を
要
す
る
も
の

rか
ら
、

般
的
に
個
人
貸
付
に
十
分
手
の
届
き
粂
ぬ
る
嫌
が
あ
る
。
そ
し
て
殖
銀
は
設
立
時
田
時
は
金
融
組
合
を
以
て
自
己
の

手
足
た
る
ぺ
き
も
の
、
如
く
考
へ
も
し
考
へ
司
し
も
し
た
の
だ
が
、
其
後
一
方
に
は
資
金
の
吸
股
難
も
あ
り
、
又
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一
方
に
は
自
己
自
身
の
手
足
が
支
庖
の
増
設
に
・
依
っ
て
怒
っ
て
来
た
も
の
だ
か
ら
、
今
や
多
〈
金
融
組
合
の
手
を

蒋
る
必
要
を
戚
や
ざ
る
仁
至
り
、
従

τ自
然
媒
分
貸
付
の
如
、
き
も
あ
ま
り
之
を
好
ま
す
、
貸
出
を
行
ム
な
ら
ば
白

ら
の
手
に
依

τ之
を
行
は
ん
ご
す
る
風
も
、
段
身
著
明
な
る
に
至

b
っ
、
ゐ

h
z
考
へ
ら
晶
、
。

-
E
も
か
く
そ
ん
な
開
係
か
ら
、
殖
銀
芭
金
融
組
合
Z
は
業
務
上
頗
る
痛
接
な
関
係
を
有
L
、
互
に
相
傍
hJ
相
扶

〈
る
親
族
関
係
で
あ
り
乍
ら
、
立
(
問
何
芭
な
〈
水
臭
き
も
の
、
無
き
に
し
も
あ
ら
h

子、

一
つ
に
は
盆
々
多
額
の
資

金
を
必
要
吉
す
る
賞
際
上
の
事
情
吉
、

一
つ
に
は
元
来
岡
県
精
屈
の
も
の
が
親
族
関
係
に
あ
る
所
炉
ら
生
宇
る
不
便

ご
か
ら
し
て
、
金
融
組
合
ご
し
て
は
別
に
ど
う
し

τも
自
分
遠
の
回
有
な
中
央
機
関
を
設
立
し
た
い
ご
熱
心
希
望

す
る
に
至
つ
允
次
第
で
あ
る
。

従
て
そ
の
希
望
せ

ιる
、
所
の
金
融
組
合
中
央
曾
は
、
内
地
の
産
業
組
令
中
央
曾
の
や
う
に
、
た
uv
宣
侍
立
組

織
の
斡
旋
ご
一
般
的
な
る
組
合
方
略
の
攻
究
樹
立
ご
一
般
に
捗
る
産
業
組
合
運
動
の
指
導
=
い
ふ
が
如
き
方
面
の

事
ぞ
潟
す
に
止
ま
る
も
の
で
な
く
、
真
に
産
業
組
合
中
央
金
庫
の
如
き
現
買
な
る
資
金
授
受
の
業
務
を
も
行
ふ
も

の
ご
し
て
、
雨
者
の
任
務
を
一
身
に
粂
ね
備
へ
た
る
も
の
た
ら
し
め
ん
芭
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
内
地
古
朝
鮮
ご

で
は
又
自
ら
大
分
事
情
も
相
違
し
て
居
る
の
H
h
か
ら
、
内
地
で
は
中
央
舎
な
る
も
の
Z
中
央
金
庫
な
る
も
の
Z
が

別
個
の
も
の
正
し
t
存
在
し
各
々
そ
の
任
務
を
行
ふ
こ

Z
が
必
要
で
叉
便
利
で
あ
る
か
知
れ
ぬ
げ
れ

E
、
朝
鮮
の

事
情
芭
し
て
は
寧
ろ
商
岩
を
有

τ
一
九
百
な
せ
る
組
織
の
も
の
正
し
て
中
央
金
融
組
令
を
詑
ら
ん
芭
せ
ら
晶
、
次



第
で
あ
る
。
後
日
或
は
岡
任
務
以
自
ら
に
分
離
し
て
機
関
己
し
て
も
別
個
の
も
の
に
分
離
す
る
こ
ご
あ
る
か
も
知

れ
ぬ
り
れ
ど
、
そ
れ
は
叉
後
日
の
こ
さ
、
し
て
、
兎
も
角
も
今
日
の
必
要
己
貸
情
正
か
ら
之
を
い
へ
ば
、
商
務
粂

行

ω
一
中
央
機
闘
を
遺
ら
ん
ご
希
望
せ
ら
る
、
も
の
E
す
る
。

然
る
に
た
い
一
つ
姦
に
問
題
ご
な
る
こ
ど
は
、
金
融
組
合
の
中
央
曾
が
設
立
さ
れ
て
、
共
の
任
務
ご
す
る
所
は

中
央
金
庫
的
な
現
貨
の
業
務
に
も
及
び
、
金
融
組
合
間
に
於
け
る
資
金
の
融
通
を
闘
る
べ
き
も
の

rzす
る
仁
於

て
は
、

そ
の
中
央
曾
は
組
合
に
劃
す
る
貸
出
を
行
ふ
に
必
要
な
る
資
金
を
何
れ
の
透
よ

b
吸
牧
す
る
金
得
ぺ
き

か
、
そ
の
吸
牧

L
得
ぺ
き
金
額
は
、
組
合
の
之
を
要
求
す
る
程
度
に
潤
浮
で
、
之
を
以
て
豊
富
な
る
貸
出
供
給
を

行
ひ
得
る
見
込
あ
り
や
E
い
ふ
こ
正
之
で
あ
る
。
此
貼
に
つ
い
て
は
内
地
の
産
業
組
合
中
央
曾
に
閲
し
て
も
同
後

の
問
題
が
孜
へ
ら
れ
る
-
次
第
で
、

ご
か
(
其
の
資
金
の
吸
牧
難
に
苦
ま
ゴ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
古
恩
は
る
、
こ

Z
は
、
彼
我
殆
ん
ど
異
る
所
な
f
‘
金
融
組
合
中
央
曾
は
そ
の
地
盤
が
朝
鮮
た
る
活
め
に
、
更
に
一
屠
の
困
難
あ

る
べ
き
か

E
も
思
は
れ
る
。

地
結
に
関
し
て
は
、
現
今
熱
心
に
中
央
舎
の
設
主
を
希
望
し
っ
、
ゐ
る
人
々
の
聞
に
は
、
保
険
曾
祉
や
普
通
銀

行
か
ら
借
入
れ
て
も
相
官
な
額
は
得
ら
れ
る
吉
信
じ
て
居
る
ゃ
う
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
で
集
め
た
資
金
を
内
地
へ
透

る
ニ
正
に
劃
し
て
吟
輿
論
が
や
か
ま
し
い
か
ら
、
品
山
等
山
り
も

ωも
或
詞
何
度
ま
で
は
資
金
供
給
に
藤
じ

τ呉
れ
る
筈

ピ
正
思
っ
て
居
る
や
う
で
あ
る
o

そ
し
て
現
今
普
通
銀
行
の
定
期
預
金
協
定
利
率
は
一
流
銀
行
で
七
分
、

二
流
銀

歯
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行
で
七
分
五
厘
に
か
ら
、
九
分
か
九
分
王
座
な
ら
、
相
骨
田
な
額
の
貸
出
を
し
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
な
ど
、
考
へ
ら

れ
て
居
る
o

そ
れ
に
叉
公
盆
国
際
の
預
金
も
吸
牧
し
得
ら
れ
る
筈
ピ
し
、
郵
便
貯
金
の
如
き
も
拳
千
高
園
近
く
あ
る
の
ザ
い
か

ら
、
そ
の
幾
部
分
か
は
又
必
宇
や
中
流
以
下

ω人
な
の
縛
め
に
行
は
る
、
貸
出
を
任
正
す
る
金
融
組
合
に
融
通
さ

れ
て
然
る
べ
き
も
の
だ
ご
信
や
ら
れ
て
居
る
ゃ
う
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
朝
鮮
で
は
農
村
預
金
を
此
上
吸
収
す
る
徐
地
は
乏
仁
〈
、
精
々
三
百
高
が
五
百
高
位
L
か
吸
牧

し
得
ら
れ
白
だ
ら
う
か
ら
、
公
益
固
慢
の
預
金
や
郵
便
貯
金
の
振
替
や
を
得
る
を
以
て
預
金
の
方
面
で
は
主
眼
Z

錯
す
外
は
な
〈
、
其
の
以
上
の
必
要
は
借
入
で
之
を
賄
っ
て
行
(
外
は
な
い
ピ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

そ
し

τ中
央
金
融
組
合
が
債
券
を
賛
行
し
て
資
金
を
岡
田
牧
す
る
道
は
古
い
ふ
に
、
現
今
殖
銀
の
債
券
で
も
十
分

思
ム
ピ
け
の
額
は
俊
行
出
来
粂
ぬ
る
や
う
な
有
様

rhrら
、
今
金
融
組
合
債
券
ご
し
て
買
出
し
て
見
た
所
で
、
ご

て
も
十
分
な
る
成
蹟
を
泉
げ
得
ぺ

L
Z
思
は
れ
ぬ
c

結
局
は
郵
便
貯
金
を
見
返
る
ご
か
何
£
か
し
て
大
殿
省
預
金

部
で
い
Y

も
之
を
引
受
け
る
か
、
殖
銀
が
引
受
け
る
か
に
な
っ
て
し
ま
う
で
ゐ
ら
う
υ

惟
ム
に
金
融
組
合
中
央
曾
の
設
立
さ
れ
だ
る
暁
に
於
て
、
其
の
業
務
上
最
も
困
難
芭
せ
ら
る
、
所
は
、
ど
う
し

て
も
此
の
資
金
の
吸
牧
ご
い
1

ふ
瓢
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
此
の
資
金
吸
牧
難
ピ
い
ふ
事
質
ば
、
濁
逸
の
普

露
商
産
業
組
合
中
央
金
庫
で
も
之
を
経
験
し
た
所
で
あ
る
。
其
の
結
果
は
結
局
中
央
金
庫
の
必
要
吉
す
る
ガ
り
の



資
金
は
吸
牧
し
得
ら
れ
な
い
で
‘
縫
炉
に
低
利
な
る
図
庫
金
の
貸
下
を
得
て
其
の
業
務
を
行
ふ
外
な
き
こ
吉
、
な

つ
だ
。
我
が
内
地
に
於
け
る
産
業
組
合
中
央
金
庫

ω如
き
も
、
や
は
h
，
此
の
資
金
吸
牧
に
は
相
官
困
難
せ
、
さ
る
を

得
な
か
ら
う
ご
思
は
る
、
有
様
だ
か
ら
、
朝
鮮
金
融
組
合
中
央
曾
も
此
貼
に
つ
い
て
は
、
議
め
十
分
な
る
考
慮
を

め
向
、
ら
し
た
上
で
な
〈
て
は
、
其
の
設
立
さ
れ
た
る
践
に
於
け
る
業
務
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
強
想
の
つ
き
兼
ね

る
守
】
さ
で
あ
ら
う
。

術
ほ
之
れ
に
関
聯
し
て
孜
へ
ら
る
、
こ
ご
は
、
従
来
に
於
け
る
金
融
組
合
の
業
務
の
賞
状
に
照

L
て
之
を
蹴
れ

ば
、
貸
出
は
ご
か
〈
不
動
産
を
健
保
ご
す
る
も
の
に
同
定
し
易
い
傾
向
を
持
う
て
居
る
や
う
だ

T
b、
そ
の
吸
牧

す
る
資
金
も
短
期
の
も
の
で
は
不
便
で
、
出
来
得
る
限

h
長
期

ω資
金
を
吸
牧
す
る
を
必
要
ご
す
る
。
然
る
に
殖

産
銀
行
す
ら
巳
に
長
期
資
金
の
吸
股
に
困
難
を
戚
C
て
居
る
位
だ
か
ら
、
金
融
組
合
芭

L
て
、
各
個
組
令
に
於
て

も
時
間
又
中
央
金
融
組
合
に
於
て
も
、
長
期
資
金
堂
潤
淳
に
吸
牧
す
る
こ
ご
は
、
中
々
困
難

ω
守
】
正
、
謂
は
ね
ば
な

ら
向
。
そ
し
て
此
の
意
味
か
ら
推
L
て
孜
ふ
れ
ば
、
従
来
り
金
融
組
合
は
借
主
園
髄
た
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
今
後
は
貸
付
を
希
望
す
る
よ
b
も
寧
九
預
金
を
潟
き
ん
ご
す
る
者
、
然
か
も
中
流
階
級
以
上
の
者
を
、
成
る

ぺ
〈
多
く
組
合
員
ご
し
て
加
入
せ
し
む
る
こ
ご
に
努
力
す
る
必
要
も
あ
る
や
う
に
忠
は
る
、
。

す
ぺ
て
此
等
の
こ
ぜ
に
就
い
て
は
、
総
督
府
や
道
騰
や
長
年
賞
地
の
組
合
の
業
務
を
預
っ
て
居
る
理
事
者
蓬
や

の
聞
に
、
練
っ
た
考
も
ゐ
る
-
』
こ
で
ゐ
ら
う
が
、
兎
に
角
現
在
ま
で
の
成
功
に
甘
ん
せ
な
い
で
、
今
後
夏
に
大
い
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F、
六

な
る
殺
展
=
活
動
Z
を
期
せ
ん
ご
す
る
仁
於
て
は
、
或
は
中
央
舎
の
設
立
な
h
、
其
他
各
組
合
又
は
聯
合
曾
の
業

務
方
針
な

h
に
就
い
て
色
身
計
劃
す
べ
き
も
の
や
、
改
良
す
ぺ
き
も
の
や
の
存
す
る
こ
吉
、
思
は
品
、
。
そ
じ
て

一
方
に
は
殖
銀
ゐ
h
他
方
に
は
金
融
組
合
が
ゐ
っ
て
、
或
は
前
者
は
託
公
共
闘
健
や
事
業
闘
特
等
に
謝
す
る
大
口
貸

付
を
ま
ご

L
、
後
者
は
個
人
に
謝
す
る
小
口
貸
付
を
主
ご
し
て
行
ふ
ご
い
ふ
や
う
な
こ
正
に
な
る
か
、

E
れ
ご
も

つ
ま
b
殖
銀
ご
金
融
組
合
さ
ニ
系
統
の
も
の
が
併
立
し
乍
ら
然
か

も
相
扶
り
て
、
農
業
金
融
の
園
滑
な
る
遂
行
ξ

俊
民
ご
の
矯
め
に
努
力
す
る
こ
さ
、
な
ら
ば
、
農
業
金
融
会
館
Z

や
は
h
，
前
者
も
大
口
小
口
共
に
貸
付
を
行
ひ
、

し
て
は
、
嫡
々
大

νな
る
後
遺
を
透
げ
得
る
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
就
け
て
も
、
時
間
来
金
融
組
合
宇
純

粋
な
る
産
業
組
合
的
の
も
の
ご
翁
し
、
自
主
的
に

Lτ
自
治
的
な
る
も
の
た
ら

L
む
る
か
、
ぞ
れ
さ
も
現
放
を
そ

の
ま
、
に
推
進
め
て
行
〈
か
、

そ
の
何
れ
を
可
ご
す
る
か

γ
就
い
て
は
、
問
題
Z
し
て
敦
究
す
べ
き
も
の
多
?
の

る
ぺ
し
己
思
は
れ
る
。
同
時
に
又
金
融
組
合
を
飽
迄
-
プ
イ
ア
ア
イ
ゼ

y
式
の
も
の
た
ら
し
む
る
か
、
そ
れ
ご
も
N
Y

ユ

ル

ヅ

で
1
式
の
も
の
た
ら
し
め
感
民
銀
行
正
し
て
後
育
せ
し
む
る
か
、
そ
の
何
れ
々
一
円
ご
す
る
か
に
つ
い
て

も
、
放
質
す
べ
き
品
跡
地
は
か
な
り
仁
有
る
も
の
正
思
は
れ
る
。
然
し
質
際
的
に
は
蕊
暫
(
は
、
ゃ
、
官
臭
を
帯
び

化
現
山
肌
を
基
礎
ご
し

τ進
み
行
く
外
は
な
く
、
叉
現
朕
の
如
〈
や
、
麻
民
銀
行
的
の
も
の
ご
し

τ進
み
行
〈
外
は

な
い
-
」
ご
で
ゐ

ι一う。



以
上
忍
は
朝
鮮
の
農
業
金
融
組
織
に
就
い
て
、
そ
の
大
盤
の
説
明
ご
要
貼
々
々
に
闘
す
る
批
判
的
論
議
さ
を
試

み
て
、
一
通
り
其
悌
を
侍
ふ
る
こ
Z
が
出
来
た
さ
思
ふ
。
要
之
そ
の
組
織
ご
活
動
振
ご
に
於

t
は
、
殖
銀
ピ
金
融

組
合
ご
の
漣
絡
関
係
に
於

τも
、
叉
そ
の
各
々
の
錯
す
所
に
於
て
も
、
多
〈
談
れ
る
所
な
く
叉
非
難
す
べ
き
も
の

も
な
い
。
そ
し
て
叉
之
を
不
動
産
信
用
い
つ
い
て
見
る
も
、
経
楼
信
用
に
つ
い
て
見
る
も
、

一
通
ち
資
金
上
の
需

要
は
充
さ
れ
て
居
る
o

たい
V

此
上
の
希
望
は
、
盆
命
共
の
組
織
を
整
へ
て
、
銀
行
系
統
ご
組
合
系
統
ご
の
各
々
の

後
遺

t
両
者
の
聯
結
ご
を
完
卒
一
の
も
の
ご
翁
す
Z
同
時
に
、
貸
出
に
要
す
る
資
金
の
吸
牧
を
十
分
に
し
て
、
潤
搾

な
る
資
金
供
給
の
行
は
れ
得
る
カ
を
諮
り
上
向
、
る
ご
共
に
、
貸
出
に
於
て
は
大
事
業
に
劃
す
る
大
口
な
る
貸
付

吉
、
倒
人
々
々
仁
劃
す
る
小
口
な
る
貸
付

t
が
、
都
合
よ
き
振
合
を
以
て
、
資
金
が
一
方
に
偏
す
Z
こ
ご
な
き
ゃ

う
心
掛
く
る
こ
吉
、
、
此
等
何
れ
の
貸
出
に
於
て
も
、

一
般
的
に
今
少
し
〈
金
利
の
低
下
す
る
を
得
る
や
う
大
い

な
る
努
力
が
行
は
れ
て
、

せ
め
て
朝
鮮
の
農
業
金
融
を

L
て
内
地
に
於
け
る
も
の
ご
金
利
放
況
に
於
て
ち
甚
し
き

差
異
な
か
ら
し
む
ゃ
う
、

そ
の
扶
態
の
速
か
に
造
り
出
3
る
、
に
蓮
司
、
C

る
、
所
あ
ら
ん
ニ
E
が
、
切
に
希
望
せ
ら

品
、
次
第
で
あ
る
。
然
し
す
べ
て
此
等
り
こ

Z
の
斜
め
に
は
、
結
局
は
潤
穆
な
る
資
金
供
給
が
行
は
る
、
こ
ご
を

以
て
最
大
必
要
芭
錦
司
次
第
な
れ
ば
、

一
方
に
は
内
地
よ
り
費
金
を
招
致
し
そ
が
流
動
し

τや
が
て
内
鮮
卒
均
の

帥
肌
態
の
諮
り
出
古
る
、
ま
で
に
至
ら
ん
こ
E
に
議
カ
き
る
、
ご
同
時
に
、
他
方
に
は
又
朝
鮮
内
特
に
農
民
の
問
に

勤
勉
Z
貯
蓄
ご
の
気
風
を
大
い
に
踊
養
L
τ
、
朝
鮮
の
地
そ
の
も
の
か
ら
段
々
に
資
本
の
活
ち
出
き
る
、
に
至
る

べ
き
ゃ
う
、
厨
一
厨
の
努
カ
の
行
は
れ
む
こ

F
f希
望
せ
ぎ
る
を
得
ぎ
る
所
で
あ
る
o
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